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和

一　

は
じ
め
に

二　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
七
日
判
決
「U

nam
ar

事
件
」
の
概
要

三　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
七
日
判
決
に
対
す
る
評
価

四　

結
び
に
代
え
て

一　

は
じ
め
に

1　

国
際
契
約
の
準
拠
法
決
定
に
あ
た
り
、
多
く
の
国
の
立
法
例
及
び
判
例
で
は
「
当
事
者
自
治
の
原
則
」
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
わ
が

国
で
も
、
法
の
適
用
に
関
す
る
通
則
法
（
以
下
、「
通
則
法
」
と
略
記
）
第
七
条
に
お
い
て
、
こ
の
原
則
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
代

理
の
準
拠
法
に
つ
い
て
は
、
明
文
規
定
が
な
い
こ
と
か
ら
、
同
条
の
「
法
律
行
為
」
に
商
事
代
理
人
契
約
を
含
め
る
と
い
う
解
釈
の
も
と



二
〇
八

に
、
わ
が
国
で
は
商
事
代
理
人
契
約
に
つ
い
て
も
当
事
者
自
治
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
他
方
で
、
当
事
者
自
治
の
原
則
は
無
制
限
に
認
め

ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
い
う
理
解
の
も
と
に
、
当
事
者
自
治
の
原
則
の
適
用
範
囲
が
制
限
さ
れ
て
き
た（

（
（

。
も
っ
と
も
、
通
則
法
の

も
と
で
は
、
経
済
的
弱
者
で
あ
る
労
働
者
や
消
費
者
を
保
護
す
る
た
め
、
特
別
な
保
護
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が（

（
（

、
商
事
代
理
人
に
つ

い
て
そ
う
し
た
規
定
は
置
か
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
商
事
代
理
人
の
保
護
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
事
案
が
わ
が
国
の
実
務
上
み
ら

れ
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
商
事
代
理
人
に
つ
い
て
も
、
本
人
に
対
し
て
従
属
的
な
立
場
に
立

つ
余
地
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら（

（
（

、
労
働
者
や
消
費
者
と
同
様
に
保
護
の
必
要
性
が
問
わ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
実
質
法
上
で
は
商
法
改

正
に
向
け
、
商
事
代
理
人
保
護
を
意
図
し
た
「
代
理
商
」
に
関
す
る
法
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る（

（
（4
（
（

。
従
っ
て
、
商
事
代
理
人
契
約
に
つ

い
て
も
、
消
費
者
契
約
や
労
働
契
約
と
同
様
の
効
果
を
意
図
し
、
解
釈
論
と
し
て
当
事
者
自
治
の
原
則
を
維
持
し
た
う
え
で
そ
の
適
用
に

対
す
る
制
限
が
認
め
ら
れ
る
可
能
性
も
将
来
的
に
予
測
さ
れ
よ
う
。

近
年
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
諸
国
を
は
じ
め
諸
外
国
で
は
商
事
代
理
人
を
保
護
す
る
特
別
規
定
が
制
定
さ
れ
て
お
り
、
実
質
法
上
商
事
代
理
人
を

保
護
し
よ
う
と
す
る
傾
向
に
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
加
盟
諸
国
に
お
い
て
は
、
固
有
の
事
業
を
営
む
商
事
代
理
人
に
関
す
る
Ｅ
Ｅ
Ｃ
指
令
八
六
年
度

六
五
三
号
（
以
下
、「
Ｅ
Ｃ
指
令
」
と
略
記
）（

（
（

が
国
内
法
化
さ
れ
、
商
事
代
理
人
と
そ
の
本
人
と
の
関
係
に
関
わ
る
加
盟
諸
国
法
間
の
調
和
と

商
事
代
理
人
の
保
護
の
実
現
が
図
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
抵
触
法
上
に
お
い
て
は
、
一
九
九
二
年
に
一
九
七
八
年
代
理
の
準
拠
法
に
関
す

る
ハ
ー
グ
条
約（

（
（

が
発
効
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
条
約
に
従
え
ば
、
商
事
代
理
人
契
約
の
準
拠
法
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
自
治
の
原
則
が
維
持

さ
れ
な
が
ら
、
こ
の
原
則
の
適
用
に
対
す
る
制
限
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
抵
触
法
上
の
商
事
代
理
人
の
保
護
が
明
ら
か
と
な
る
。
な

お
、
こ
の
条
約
を
批
准
し
て
い
な
い
Ｅ
Ｕ
加
盟
諸
国
に
つ
い
て
は
、
債
権
債
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
一
九
八
〇
年
の
ロ
ー
マ
条
約
（
以
下
、

「
ロ
ー
マ
条
約
」
と
略
記
）
及
び
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則（

（
（

に
よ
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
条
約
及
び
規
則
に
お
い
て
も
ハ
ー
グ
条
約
同
様
、
当
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ヨ
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つ
い
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）

事
者
自
治
の
原
則
の
適
用
に
対
す
る
制
限
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
裁
判
所
は
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
九
日

イ
ン
グ
マ
ー
ル
事
件
判
決（

（
（

に
お
い
て
、
商
事
代
理
人
契
約
の
準
拠
法
に
つ
き
当
事
者
自
治
の
原
則
の
適
用
が
制
限
さ
れ
る（

（（
（

旨
最
初
に
明
言

し
、
そ
の
後
の
判
例
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
諸
外
国
に
お
い
て
は
国
際
私
法
上
も
商
事
代
理
人
を
保
護
し
よ
う
と
す

る
動
き
が
み
ら
れ
る
。

今
回
紹
介
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
七
日
判
決
のU

nam
ar

事
件（

（（
（

は
、
先
の
イ
ン
グ
マ
ー
ル
事
件
判
決

に
従
い
商
事
代
理
人
の
保
護
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
間
に
お
け
る
商
事
代
理
人
契
約
に
つ
き
当
事
者
自
治
を
制
限
し
て
法

廷
地
強
行
法
規
の
適
用
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
件
判
決
は
、
商
事
代
理
人
の
よ
う
な
経
済
的
弱
者
保
護
に
お
け
る
強
行
法
規
の
適

用
に
つ
い
て
大
い
に
参
考
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
判
決
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
論
評
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
紙
幅
の
都

合
に
よ
り
、
こ
こ
で
はN

ourissat

教
授（

（（
（

に
よ
る
評
釈
の
一
部
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

2　

以
下
で
は
ま
ず
、
い
ず
れ
も
Ｅ
Ｃ
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
加
盟
諸
国
法
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
当
事
者
が
選
択
し
た
法
に
優

先
し
て
法
廷
地
法
が
適
用
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所U

nam
ar

事
件
判
決
の
概
要
を
紹
介
す
る
。
次
に
、
法
廷
地
強
行
法
規
の

適
用
可
否
に
係
わ
るN

ourissat

教
授
の
評
価
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
動
向
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
本
法
へ
の
新
た
な
示
唆
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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1　

事
実
の
概
要

（
一
）　

原
告U

nam
ar

社
（U

nited A
ntw

erp M
aritim

e A
gencies N

V

以
下
、「
Ｘ
社
」
と
略
記
）
は
、
ベ
ル
ギ
ー
王
国
で
設
立
さ
れ
た

法
人
で
あ
る
。
被
告N

avigation M
aritim

e Bulgare

社
（
以
下
、「
Ｙ
社
」
と
略
記
）
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国
で
設
立
さ
れ
た
法
人
で

あ
る
。
両
社
は
、
二
〇
〇
五
年
に
Ｘ
社
を
Ｙ
社
の
コ
ン
テ
ナ
貨
物
運
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
係
わ
る
商
事
代
理
人
と
す
る
契
約
を
締
結
し

た
。
本
契
約
に
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
法
を
準
拠
法
と
し
、
か
つ
あ
ら
ゆ
る
紛
争
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
ソ
フ
ィ
ア
市
に
あ
る
商
工
法
廷
の
仲
裁
法

廷
（la cham

bre d’arbitrage instituée auprès de la cham
bre de com

m
erce et d’industrie de Sofia （Bulgarie

））
に
よ
り
解
決
す
る
明

示
の
合
意
が
あ
っ
た
。
な
お
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
は
、
独
立
し
た
事
業
を
営
む
商
事
代
理
人
に
関
す
る
Ｅ
Ｅ
Ｃ
指
令
一
九
八
六
年
度
六
五
三

号
（
以
下
、「
Ｅ
Ｃ
指
令
」
と
略
記
）（

（（
（

が
商
法
中
に
国
内
法
化
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

こ
の
代
理
権
付
与
契
約
は
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
三
一
日
迄
毎
年
更
新
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
二
〇
〇
九
年
三
月
三
一
日
を
以
て
終

了
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
Ｘ
社
は
Ｙ
社
を
相
手
取
り
、
二
〇
〇
九
年
二
月
二
五
日
付
け
で
ベ
ル
ギ
ー
の
ア
ン
ト
ワ
ー

プ
商
事
裁
判
所
（le rechtbank van koophandel van A

ntw
erpen （tribunal de com

m
erce d’A

nvers

））
に
総
額
八
四
九
、五
五
七
・
〇
五

ユ
ー
ロ
に
上
る
給
付
訴
訟
を
提
起
し
た
。
第
一
の
訴
訟
物
は
、
告
知
期
間
が
知
ら
さ
れ
て
い
た
場
合
の
報
酬
に
相
当
す
る
賠
償
金
（une 

indem
nité com

pensatoire de préavis

）
で
あ
る
。
第
二
の
訴
訟
物
は
、
契
約
関
係
終
了
後
に
Ｘ
社
が
開
拓
し
た
か
又
は
既
存
の
顧
客
と

の
取
引
か
ら
Ｙ
社
が
引
き
続
き
相
当
な
利
益
を
得
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
補
償
金
（une indem

nité d’éviction

）
で
あ
る
。
第
三
の
訴
訟



ヨ
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け
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法
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地
強
行
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規
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二
一
一

物
は
、
従
業
員
の
解
雇
に
伴
う
給
与
補
償
（une indem

nité com
plém

entaire du chef de licenciem
ent de personnel

）
で
あ
る
。
第
一

は
、
ベ
ル
ギ
ー
王
国
の
商
事
代
理
人
契
約
に
関
す
る
一
九
九
五
年
四
月
一
三
日
の
法
律
（
以
下
、「
同
法
律
」
と
略
記
）（

（（
（

第
一
八
条
第
三
項（

（（
（

に

基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
は
、
同
法
律
第
二
〇
条
第
一
項（

（（
（

に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
は
、
同
法
律
第
二
一
条（

（（
（

に
基
づ

い
た
も
の
で
あ
る
。
同
法
律
は
、
Ｅ
Ｃ
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が（

（（
（

、
同
指
令
よ
り
も
よ
り
大
き
な
保
護
を
商
事
代
理
人
に

与
え
る
。
本
件
で
争
わ
れ
た
の
は
、
こ
の
請
求
認
容
の
前
提
と
な
る
、
同
法
律
の
適
用
可
否
で
あ
っ
た
。

Ｘ
社
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
請
求
を
認
容
す
る
ベ
ル
ギ
ー
王
国
の
同
法
律
は
絶
対
的
強
行
規
定
（dispositions im

pératives

）

で
あ
る
。
同
法
律
第
二
七
条（

（（
（

に
よ
れ
ば
、
商
事
代
理
人
が
ベ
ル
ギ
ー
で
事
業
を
営
む
場
合
、
商
事
代
理
人
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
は
ベ
ル
ギ
ー

法
に
よ
り
規
律
さ
れ
か
つ
ベ
ル
ギ
ー
裁
判
所
に
管
轄
権
を
有
す
る
。
従
っ
て
、
同
法
律
は
ベ
ル
ギ
ー
王
国
で
事
業
を
営
む
商
事
代
理
人
と

本
人
と
の
商
事
代
理
人
契
約
上
明
示
的
に
合
意
さ
れ
た
ブ
ル
ガ
リ
ア
法
に
優
先
し
て
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
か
つ
ベ
ル
ギ
ー
裁
判
所

に
当
該
紛
争
を
審
理
す
る
裁
判
管
轄
権
が
あ
る
。
他
方
、
Ｙ
社
の
主
張
で
は
、
本
件
に
は
同
法
律
が
適
用
さ
れ
ず
、
ま
た
ベ
ル
ギ
ー
裁
判

所
に
は
当
該
紛
争
を
審
理
す
る
裁
判
管
轄
権
が
な
い
。
同
法
律
が
適
用
さ
れ
な
い
の
は
、
本
件
契
約
の
準
拠
法
が
ブ
ル
ガ
リ
ア
法
だ
か
ら

で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
Ｙ
社
は
Ｘ
社
に
対
し
、
未
払
い
分
の
運
送
貨
物
代
と
し
て
総
額
三
二
七
、二
〇
七
・
八
七
ユ
ー
ロ
の
支
払
い
を
求
め

た
。
こ
の
よ
う
に
、
本
件
の
先
決
的
論
点
は
、
同
法
律
の
強
行
法
規
性
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。

（
二
）　

二
〇
〇
九
年
五
月
一
二
日
付
け
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
商
事
裁
判
所
の
決
定
に
よ
れ
ば
、
ベ
ル
ギ
ー
裁
判
所
に
管
轄
権
が
な
い
と
い

う
訴
え
に
は
根
拠
が
な
い
。
ま
た
、
準
拠
法
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
、
同
法
律
第
二
七
条
は
直
接
適
用
で
き
る
「
強
行
法
規
（lois de 

police

）」
で
あ
り
、
か
つ
こ
の
よ
う
に
外
国
法
の
適
用
を
回
避
で
き
る
一
方
的
独
立
抵
触
規
定
で
あ
る
。
こ
の
決
定
に
対
し
、
Ｙ
社
は
ア

ン
ト
ワ
ー
プ
控
訴
院
（le hof van behoep te A

ntw
erpen

）
に
不
服
を
申
し
立
て
た
。
Ｙ
社
は
、
Ｘ
社
に
よ
る
訴
訟
手
続
き
に
つ
い
て
、



二
一
二

本
件
契
約
中
に
仲
裁
条
項
が
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ベ
ル
ギ
ー
裁
判
所
に
は
当
該
紛
争
を
審
理
す
る
裁
判
管
轄
権
が
な
い
と
主
張

し
た
。

二
〇
一
〇
年
一
二
月
二
三
日
付
け
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
控
訴
院
判
決
に
よ
れ
ば
、
本
件
契
約
中
の
仲
裁
条
項
が
有
効
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

Ｘ
社
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
、
ベ
ル
ギ
ー
裁
判
所
は
管
轄
権
を
有
し
な
い
。
同
控
訴
院
の
見
解
と
し
て
、
同
法
律
に
は
公
序
の

役
割
が
な
く
、
ま
た
ロ
ー
マ
条
約
第
七
条（

（（
（

の
解
釈
に
お
け
る
ベ
ル
ギ
ー
の
国
際
公
序
で
も
な
い
こ
と
、
ま
た
当
事
者
に
よ
り
選
択
さ
れ
た

ブ
ル
ガ
リ
ア
法
に
も
同
指
令
の
最
低
限
の
保
護
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
条
約
第
三
条（

（（
（

に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
原
則
が
適
用

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
従
っ
て
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
法
が
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
、
Ｘ
社
に
対
し
、
法
定
料
金
と
費
用

の
延
滞
利
息
分
を
含
め
た
総
額
七
七
、二
〇
七
・
八
七
ユ
ー
ロ
に
な
る
未
払
い
分
の
運
送
貨
物
代
の
支
払
い
を
命
じ
た
。

Ｘ
社
は
こ
の
判
決
を
不
服
と
し
て
破
毀
院
（le H

of van Cassatie

）
に
上
告
し
た
。
破
毀
院
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
同
法
律
第
一
八
条
、

第
二
〇
条
及
び
第
二
一
条
は
絶
対
的
強
行
規
定
（dispositions im

pératives

）
と
し
て
み
な
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
同
法
律
が
国
内
法
化
さ

れ
た
Ｅ
Ｃ
指
令
の
強
行
的
な
性
質
か
ら
す
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
同
法
律
第
二
七
条
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
同
法
律
の
目
的
は
、
契
約

準
拠
法
に
か
か
わ
ら
ず
、
ベ
ル
ギ
ー
法
上
の
絶
対
的
強
行
規
定
と
な
る
保
護
規
定
が
ベ
ル
ギ
ー
に
主
た
る
営
業
所
を
有
す
る
商
事
代
理
人

に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
同
破
毀
院
は
本
件
手
続
き
を
中
止
し
、
強
行
法
規
を
規
定
す
る
ロ
ー
マ
条
約
の
解
釈
を
め
ぐ
り
、
以

下
の
問
題
に
つ
い
て
先
行
判
決
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
に
付
託
し
た
。

「
26　

…
…
、
ロ
ー
マ
条
約
第
七
条
第
二
項
の
文
言
内
で
の
強
行
法
規
（lois de police

）
と
な
る
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
規
定
（
商
事
代
理

人
契
約
に
関
す
る
法
律
第
一
八
条
、
第
二
〇
条
及
び
第
二
一
条
）
に
つ
い
て
ベ
ル
ギ
ー
法
に
基
づ
く
性
質
決
定
（la qualification

）
に
鑑
み
れ
ば
、

ロ
ー
マ
条
約
第
三
条
及
び
第
七
条
第
二
項
を
必
要
に
応
じ
て
、
Ｅ
Ｃ
指
令
八
六
年
度
六
五
三
号
と
関
連
づ
け
て
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
Ｅ
Ｃ
指



二
一
三

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
事
代
理
人
契
約
法
に
お
け
る
法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
（
金
）

令
に
定
め
ら
れ
た
最
低
限
の
保
護
よ
り
も
よ
り
大
き
な
保
護
を
与
え
る
法
廷
地
の
強
行
法
規
（lois de police

）
が
当
該
契
約
に
適
用
さ
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
た
と
え
、
当
事
者
に
よ
り
選
択
さ
れ
た
契
約
準
拠
法
が
Ｅ
Ｃ
指
令
に
よ
り
最
低
限
の
保
護
が
定
め
ら
れ
て
い
る
別
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
法
で

あ
っ
て
も
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
？
」

2　

判
旨	

（
一
）　

先
の
事
実
関
係
を
前
提
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
が
下
し
た
判
決
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た（

（（
（2
（（
（

。

「
52　

…
…
、
ロ
ー
マ
条
約
第
三
条
及
び
第
七
条
第
二
項
は
、
当
事
者
に
よ
り
商
事
代
理
人
契
約
に
選
択
さ
れ
た
Ｅ
Ｃ
指
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
最

低
限
の
保
護
要
件
を
満
た
し
た
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
法
は
、
Ｅ
Ｃ
指
令
の
国
内
法
化
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
絶
対
的
強
行
規
定
の
性
質
及
び
目
的
に
関
し

て
考
慮
す
れ
ば
、
前
述
の
Ｅ
Ｃ
指
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
保
護
よ
り
も
よ
り
大
き
な
保
護
を
商
事
代
理
人
に
与
え
る
こ
と
が
、
法
廷
地
加
盟
国
の
法

秩
序
に
お
い
て
法
廷
地
加
盟
国
の
議
会
が
重
要
で
あ
る
と
判
断
す
る
詳
細
な
評
価
に
基
づ
い
て
、
付
託
裁
判
所
が
明
ら
か
に
す
る
場
合
に
限
り
、
独

立
し
て
事
業
を
営
む
商
事
代
理
人
の
身
分
を
規
律
す
る
法
廷
地
法
が
強
行
的
な
性
質
を
有
す
る
こ
と
か
ら
優
先
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
別
の
加
盟
国

に
設
立
し
た
付
託
裁
判
所
に
よ
り
回
避
さ
れ
る
と
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

こ
の
よ
う
に
、
判
旨
は
本
件
へ
の
同
法
律
の
適
用
を
肯
定
し
た
。
判
示
は
二
つ
の
基
準
を
示
し
た
。
第
一
に
、
独
立
し
て
事
業
を
営
む

商
事
代
理
人
の
身
分
を
規
律
す
る
法
廷
地
法
が
強
行
的
な
性
質
を
有
す
る
と
き
、
当
事
者
に
よ
り
商
事
代
理
人
契
約
に
選
択
さ
れ
た
Ｅ
Ｃ

指
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
最
低
限
の
保
護
要
件
を
満
た
し
た
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
法
が
回
避
さ
れ
る
。
第
二
に
、
第
一
の
基
準
は
、
Ｅ
Ｃ
指
令

の
国
内
法
化
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｃ
指
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
保
護
よ
り
も
よ
り
大
き
な
保
護
を
商
事
代
理
人
に
与
え
る
こ
と
が
、
法
廷
地
加

盟
国
の
法
秩
序
に
お
い
て
、
法
廷
地
加
盟
国
の
議
会
が
重
要
で
あ
る
と
判
断
す
る
詳
細
な
評
価
に
基
づ
い
て
、
付
託
裁
判
所
が
明
ら
か
に



二
一
四

す
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
基
準
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
前

者
が
「
法
廷
地
法
が
強
行
的
な
性
質
を
有
す
る
と
き
」
と
い
う
法
律
要
件
と
「
当
事
者
に
よ
り
選
択
さ
れ
た
Ｅ
Ｃ
指
令
に
規
定
す
る
最
低

限
の
保
護
要
件
を
満
た
し
た
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
法
に
優
先
し
て
、
法
廷
地
法
が
適
用
さ
れ
る
」
と
い
う
法
律
効
果
と
の
組
合
せ
か
ら
成
る
同

法
律
の
適
用
可
否
に
関
す
る
判
断
基
準
で
あ
り
、
後
者
が
こ
の
判
断
基
準
の
適
用
範
囲
を
画
す
る
適
用
基
準
で
あ
る
。

判
旨
が
同
法
律
を
適
用
し
た
の
は
、
本
件
で
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
基
準
の
要
件
が
す
べ
て
充
足
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ

る
。（

二
）　

判
旨
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
基
準
を
採
用
し
た
の
か
。
こ
れ
ら
二
つ
の
基
準
を
こ
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
た
の
は
な
ぜ
か
。
ま
ず
、

第
一
の
基
準
た
る
同
法
律
の
適
用
可
否
に
関
す
る
判
断
基
準
が
形
成
さ
れ
た
過
程
に
つ
い
て
み
よ
う
。

①　

判
旨
は
判
断
基
準
の
法
律
要
件
と
な
る
同
法
律
の
強
行
的
な
性
質
の
有
無
を
確
認
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
、
Ｙ
社
、
ベ
ル
ギ
ー
議

会
及
び
欧
州
委
員
会
の
見
解
を
参
照
す
る
。

第
一
に
、
Ｙ
社
に
よ
れ
ば
、
当
事
者
が
選
択
し
た
ブ
ル
ガ
リ
ア
商
法
も
ま
た
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
別
の
加
盟
国
法
で
あ
り
、
同

法
律
を
ロ
ー
マ
条
約
第
七
条
第
二
項
の
意
味
に
お
け
る
絶
対
的
強
行
規
則
と
し
て
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
当
事
者
自
治
の

原
則
及
び
法
的
安
定
性
に
従
え
ば
同
法
律
を
優
先
し
て
ブ
ル
ガ
リ
ア
商
法
を
回
避
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。（
第
三
三
判
示
事
項
）

第
二
に
、
ベ
ル
ギ
ー
議
会
に
よ
れ
ば
、
商
事
代
理
人
契
約
に
関
す
る
ベ
ル
ギ
ー
法
は
強
行
法
規
で
あ
る
。
ま
た
、
同
法
律
は
Ｅ
Ｃ
指
令

が
国
内
法
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
指
令
に
比
べ
て
商
事
代
理
人
と
い
う
用
語
に
よ
り
広
い
範
囲
を
与
え
て
お
り
、「
取
引
の
交
渉

を
行
い
、
決
定
で
き
る
」
権
限
を
有
す
る
す
べ
て
の
商
事
代
理
人
が
同
法
律
に
よ
る
保
護
の
対
象
と
な
る（

（（
（2
（（
（

。
従
っ
て
、
本
件
で
は
、
同
法



二
一
五

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
事
代
理
人
契
約
法
に
お
け
る
法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
（
金
）

律
の
適
用
に
よ
り
契
約
終
了
に
伴
う
商
事
代
理
人
の
損
害
賠
償
が
与
え
ら
れ
る
。（
第
三
四
判
示
事
項
）

第
三
に
、
欧
州
委
員
会
に
よ
れ
ば
、
法
廷
地
加
盟
国
が
、
国
内
の
法
秩
序
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｕ
法
の
強
行
規
定
を
含
む
法
廷
地
の
法
を
絶

対
的
強
行
規
定
と
み
な
し
一
方
的
に
適
用
す
る
こ
と
は
、
ロ
ー
マ
条
約
に
規
定
す
る
当
事
者
自
治
の
原
則
を
定
め
た
基
本
原
則
に
反
す
る

行
為
で
あ
り
、明
ら
か
に
重
要
な
利
益
に
関
わ
ら
な
い
限
り
こ
の
よ
う
な
法
廷
地
法
の
一
方
的
適
用
は
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、

か
か
る
国
内
法
が
強
行
法
規
と
し
て
別
の
加
盟
国
法
に
優
先
し
て
適
用
さ
れ
る
に
は
、「（
当
該
事
件
が
）
明
ら
か
に
重
要
な
利
益
に
関
わ

る
と
き
」
と
い
う
判
断
基
準
の
形
成
基
準
の
法
律
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
限
り
強
行
規
定
と
し
て
み
な
さ
る
こ
と
は
な
く
、
当
事
者
に

よ
り
選
択
さ
れ
た
別
の
加
盟
国
法
に
優
先
し
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
同
見
解
は
、
同
法
律
が
絶
対
的
強
行
規
定
で
あ
る
こ
と
を
否

定
す
る
Ｙ
社
と
肯
定
す
る
ベ
ル
ギ
ー
議
会
と
を
比
較
す
れ
ば
、
中
立
的
な
立
場
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。（
第
三
五
判
示
事
項
）

 

み
た
よ
う
に
、
判
断
基
準
の
法
律
効
果
を
満
た
す
要
件
と
な
る
強
行
法
規
性
に
つ
い
て
、
Ｙ
社
、
ベ
ル
ギ
ー
議
会
及
び
欧
州
委
員
会

の
見
解
は
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

②　

そ
れ
な
ら
ば
、
同
法
律
が
絶
対
的
強
行
規
定
と
み
な
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。
こ
の
点
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
同
指
令
に
つ

い
て
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
み
て
き
た
よ
う
に
、
商
事
代
理
人
契
約
に
つ
い
て
規
律
す
る
同
法
律
及
び
ブ
ル
ガ
リ
ア
商
法
は
い

ず
れ
も
Ｅ
Ｃ
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
判
旨
は
、
こ
れ
ら
法
律
の
根
底
と
な
る
同
指
令
が
本
件
に
適
用
さ
れ
る
根
拠
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
言
及
す
る
。

「
36　

当
裁
判
所
は
、
商
事
代
理
人
契
約
に
係
わ
る
当
事
者
間
の
法
的
関
係
に
つ
い
て
加
盟
諸
国
の
法
を
調
整
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
同
指

令
を
適
用
す
る
根
拠
を
既
に
有
し
て
い
る
（C
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二
一
六

2341

第
一
四
判
示
事
項
参
照
）。」

ま
ず
、
先
例
に
従
え
ば
、
商
事
代
理
人
契
約
に
関
わ
る
当
事
者
間
（
商
事
代
理
人
と
そ
の
本
人
間
（
内
部
関
係
））
の
法
的
関
係（

（（
（

に
つ
い
て

は
同
指
令
が
適
用
さ
れ
る
。
な
お
、
同
指
令
が
適
用
さ
れ
る
根
拠
に
つ
い
て
は
、
同
指
令
の
立
法
趣
旨
が
参
照
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
指
令
前
文
の
第
三
段
落
に
よ
れ
ば
、「
加
盟
国
間
の
商
品
流
通
は
単
一
市
場
に
お
け
る
も
の
と
類
似
の
条
件
の
も
と
に
進
め
ら
れ
る
べ

き
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
共
通
市
場
が
適
切
に
機
能
す
る
た
め
に
必
要
な
範
囲
で
、
加
盟
国
に
お
い
て
法
令
を
近
似
の
も
の
に
す
る
こ
と

を
必
要
と
す
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
商
事
代
理
の
事
案
に
お
い
て
は
、
抵
触
法
に
関
す
る
規
範
は
そ
れ
ら
が
仮
に
一
律
の
も
の
に
な
っ
た

と
し
て
も
上
述
の
不
統
一
を
解
消
す
る
も
の
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
の
（
抵
触
法
に
関
す
る
）
規
範
に
関
わ
ら
ず
、
提
案
さ
れ

て
い
る
（
商
事
代
理
に
関
す
る
法
令
の
）
統
一
化
が
必
要
で
あ
る
」。
そ
の
背
景
と
な
る
理
由
は
、「
商
事
代
理
に
関
す
る
加
盟
諸
国
の
国
内

法
間
の
相
違
は
、
一
方
で
は
，
実
質
的
に
共
同
体
内
の
競
争
条
件
及
び
職
務
遂
行
（the carrying-on of that activity

）
に
影
響
し
、
他

方
で
は
、
商
事
代
理
人
の
本
人
に
対
す
る
関
係
で
与
え
ら
れ
る
商
事
代
理
人
の
保
護
及
び
商
取
引
の
安
全
、
こ
れ
ら
双
方
に
不
利
益
を
も

た
ら
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
こ
れ
ら
の
相
違
は
、
実
質
的
に
本
人
及
び
商
事
代
理
人
が
異
な
る
加
盟
国
で
設
立
さ
れ
て
い
る
商
事
代
理

人
契
約
の
締
結
及
び
履
行
を
妨
げ
る
」
こ
と
で
あ
っ
た（

（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
同
指
令
の
立
法
趣
旨
の
要
点
は
、
第
一
に
、
共
同
体
に
お
け
る

「
商
事
代
理
人
の
保
護
」
で
あ
り
、
第
二
に
、「
商
取
引
の
安
全
」
で
あ
っ
た
。
同
指
令
は
こ
れ
ら
の
不
利
益
を
是
正
し
よ
う
と
す
る
共
同

体
の
政
策
立
法
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

③　

次
に
、
同
指
令
が
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
と
し
て
、
判
旨
は
同
指
令
の
立
法
趣
旨
に
お
け
る
第
二
の
理
由
付
け
で
あ

る
「
商
取
引
の
安
全
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。



二
一
七

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
事
代
理
人
契
約
法
に
お
け
る
法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
（
金
）

「
37　

Ｅ
Ｃ
指
令
中
の
前
文
に
示
さ
れ
た
第
二
の
理
由
付
け
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
Ｅ
Ｃ
指
令
で
規
定
す
る
調
和
策
が
目
標
と
す
る
の
は
、
と
り

わ
け
、
商
事
代
理
人
の
職
務
遂
行
に
関
す
る
制
限
を
な
く
す
こ
と
で
あ
り
、
共
同
体
内
に
お
け
る
競
争
条
件
を
統
一
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
商
取
引

の
安
全
を
促
進
す
る
こ
と
で
あ
る
（C

─381/98 Ingm
ar GB

事
件
（
二
〇
〇
〇
）ECR I

─9305

第
二
三
判
示
事
項
参
照
）。」

こ
こ
で
は
、
商
事
代
理
人
契
約
に
つ
い
て
規
律
す
る
加
盟
諸
国
の
法
律
の
根
底
と
な
る
同
指
令
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
理
由
と
し
て
、
裁

判
所
が
ま
ず
着
目
し
た
の
は
「
商
取
引
の
安
全
」
と
い
う
Ｅ
Ｃ
指
令
が
目
標
と
す
る
調
和
策
で
あ
っ
た
。
同
指
令
の
適
用
に
よ
り
達
成
す

べ
き
目
標
、
す
な
わ
ち
商
取
引
の
安
全
を
促
進
す
る
こ
と
の
内
容
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
第
一
に
、
商
事
代
理
人
の
職
務
遂
行

に
関
す
る
制
限
を
な
く
す
こ
と
、
第
二
に
、
共
同
体
内
に
お
け
る
競
争
条
件
が
統
一
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る（

（（
（

。
こ
の
商
取
引
の
安
全
の
趣
旨

に
つ
い
て
説
明
す
る
為
に
、
同
裁
判
所
は
イ
ン
グ
マ
ー
ル
事
件
に
触
れ
て
い
る
。

 

先
に
み
た
よ
う
に
、
商
事
代
理
人
に
関
す
る
加
盟
諸
国
の
国
内
法
間
の
相
違
は
商
事
代
理
人
の
保
護
及
び
商
取
引
の
安
全
に
不
利
益

を
も
た
ら
す
。
こ
の
よ
う
な
不
利
益
を
解
消
す
る
た
め
に
は
加
盟
諸
国
法
を
統
一
す
る
同
指
令
の
適
用
が
不
可
欠
と
な
る
。
同
指
令
の
適

用
は
す
で
に
判
例
に
よ
り
確
立
さ
れ
て
お
り
、
同
指
令
が
目
標
と
す
る
「
商
取
引
の
安
全
」
が
図
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。

④　

さ
ら
に
、
判
旨
は
、
契
約
終
了
後
の
商
事
代
理
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
及
び
補
償
の
付
与
に
つ
い
て
定
め
る
同
指
令
第
一
七
条（

（（
（

及

び
第
一
八
条（

（（
（

に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
39　

そ
れ
に
関
連
し
て
、
同
指
令
第
一
七
条
及
び
第
一
八
条
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
が
単
一
市
場
の
形
成
の
過
程
で
商
事
代
理
人
に
付
与
す
る
こ

と
が
合
理
的
で
あ
る
と
み
な
し
た
保
護
の
レ
ベ
ル
を
定
め
る
の
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
。」

前
述
の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｃ
指
令
第
一
七
条
及
び
第
一
八
条
は
同
指
令
の
立
法
目
的
で
あ
る
「
商
事
代
理
人
の
保
護
」
を
達
成
す
る
た
め
に



二
一
八

重
要
な
条
項
で
あ
る
。
判
旨
は
、
当
該
規
定
を
絶
対
的
強
行
規
定
と
み
な
す
こ
と
に
よ
り
、
同
指
令
の
目
的
で
あ
る
「
商
事
代
理
人
の
保

護
」
が
達
成
さ
れ
る
旨
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
40　

当
裁
判
所
が
既
に
判
示
し
た
よ
う
に
、
同
指
令
に
よ
り
確
立
さ
れ
た
体
制
（le régim

e

）
は
、
こ
の
趣
旨
か
ら
、
強
行
的
な
性
質
を
有
す

る
。
同
指
令
第
一
七
条
は
、
加
盟
国
に
対
し
、
契
約
終
了
後
、
商
事
代
理
人
に
補
償
（dédom

agem
ent

）
を
与
え
る
た
め
の
仕
組
（
メ
カ
ニ
ズ

ム
）
を
然
る
べ
く
定
め
る
よ
う
義
務
付
け
て
い
る
。
た
し
か
に
、
当
該
条
項
（
Ｅ
Ｃ
指
令
第
一
七
条
）
は
、
加
盟
国
に
対
し
て
損
害
賠
償
或
は
補
償

（le systèm
e d’indem

nité et celui de réparation du préjudice

）
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
指
令

第
一
七
条
及
び
第
一
八
条
は
、
加
盟
国
が
付
与
さ
れ
る
損
害
賠
償
或
は
補
償
を
算
出
す
る
方
法
（m

éthodes de calcul de l’indem
nité ou de la 

réparation à octroyer

）
の
選
択
に
関
し
て
裁
量
権
を
行
使
で
き
る
明
確
な
枠
組
み
を
定
め
て
い
る
。
…
…
」

こ
の
よ
う
に
、
本
件
判
旨
で
は
「
契
約
終
了
後
の
商
事
代
理
人
の
保
護
」
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
同
指
令
に
強
行
的
な
性

質
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
当
該
規
定
は
、
加
盟
国
に
対
し
て
損
害
賠
償
或
は
補
償
に
関
す
る
選
択
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
そ

の
算
出
方
法
の
選
択
に
つ
い
て
も
裁
量
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
以
上
、
加
盟
国
間
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
程
度
に
つ
き
差
異
が
生
じ
る
こ
と

は
必
然
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
本
件
の
よ
う
な
Ｅ
Ｕ
域
内
に
お
け
る
抵
触
法
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。

判
旨
は
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
規
定
が
強
行
法
規
性
を
有
す
る
と
判
断
し
た
理
由
と
し
て
同
指
令
第
一
九
条（

（（
（

を
挙
げ
て
い
る
。

「
40　

…
…
さ
ら
に
、
同
指
令
第
一
九
条
に
よ
れ
ば
、
当
事
者
は
契
約
期
間
終
了
前
に
商
事
代
理
人
の
不
利
益
（
損
害
）
を
顧
み
る
こ
と
な
く
（
条

項
に
）
違
反
す
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
は
な
ら
な
い
（Ingm

ar GB

事
件
第
二
一
判
示
事
項
参
照
）。」

確
か
に
、同
第
一
九
条
の
文
言
に
は
、「
し
て
は
な
ら
な
い
」と
い
う
強
い
禁
止
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な「
禁
止
」は
、
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強
行
的
な
性
質
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
「
禁
止
規
定
」
か
ら
、
一
七
条
及
び
一
八
条
の
強
行
的
な
性
質
が
読
み
取
ら
れ
よ
う
。

判
旨
は
、
イ
ン
グ
マ
ー
ル
事
件
判
決
と
同
様
に
こ
れ
ら
「
保
護
規
定
」
と
「
禁
止
規
定
」
と
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
規
定

が
強
行
的
な
性
質
を
有
す
る
こ
と
か
ら
強
行
規
定
と
判
断
し
た（

（（
（

。
従
っ
て
、
当
該
規
定
が
国
内
法
化
さ
れ
た
加
盟
諸
国
の
法
は
強
行
的
な

性
質
を
有
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

（
三
）　

そ
れ
で
は
、
Ｅ
Ｃ
指
令
に
規
定
さ
れ
た
保
護
よ
り
も
よ
り
大
き
な
保
護
を
商
事
代
理
人
に
与
え
る
同
法
律
が
、
当
事
者
の
合
意

に
よ
り
選
択
さ
れ
た
Ｅ
Ｃ
指
令
に
規
定
す
る
最
低
限
の
保
護
要
件
を
満
た
す
ブ
ル
ガ
リ
ア
法
に
優
先
し
て
適
用
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。
本

件
で
は
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
あ
た
り
、
当
事
者
自
治
の
原
則
の
適
用
に
対
す
る
制
限
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
か
否
か
が
問
わ
れ
て
い

た
。
こ
の
問
い
に
対
し
て
判
旨
は
肯
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
な
ら
ば
、
本
件
に
当
事
者
自
治
の
原
則
の
適
用
に
対
す
る
制
限
が
認
め
ら
れ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
か
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
判
旨
は
強
行
法
規
に
つ
い
て
規
定
す
る
ロ
ー
マ
条
約
第
七
条
を
参
照
す
る（

（（
（

。

「
41　

国
内
裁
判
所
が
同
指
令
第
一
七
条
及
び
第
一
八
条
を
国
内
法
化
し
た
（
商
事
代
理
人
に
関
す
る
）
国
内
法
を
優
先
し
て
当
事
者
が
選
択
し
た

法
を
回
避
し
て
も
い
い
か
と
い
う
問
題
に
関
し
て
は
、
ロ
ー
マ
条
約
第
七
条
が
参
照
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

42　

そ
こ
で
述
べ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、「
強
行
法
規
（lois de police

）」
と
い
う
表
題
の
付
い
た
ロ
ー
マ
条
約
第
七
条
が
第

一
項
で
外
国
法
の
絶
対
的
強
行
規
定
（les dispositions im

pératives

）
に
つ
い
て
、
そ
し
て
第
二
項
で
法
廷
地
の
絶
対
的
強
行
規
定
（les 

dispositions im
pératives

）
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

43　

こ
の
よ
う
に
、
ロ
ー
マ
条
約
第
七
条
第
一
項
は
、
法
廷
地
の
加
盟
国
に
契
約
準
拠
法
に
代
え
て
当
該
事
案
に
密
接
な
関
係
を
有
す
る
他
国
の
強



二
二
〇

行
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
強
行
規
定
に
効
力
を
与
え
る
べ
き
か
否
か
を
判
断
す
る
際
に
は
、
規
定
の
性
質
、
目
的
及
び

規
定
の
適
用
ま
た
は
不
適
用
か
ら
生
じ
る
結
果
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

44　

同
条
約
第
七
条
第
二
項
は
、
契
約
準
拠
法
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
当
該
事
案
を
強
行
的
に
規
律
す
る
法
廷
地
法
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を

認
め
て
い
る
。

45　

先
述
し
た
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
ロ
ー
マ
条
約
第
七
条
第
一
項
に
よ
れ
ば
、
国
内
裁
判
所
に
よ
る
外
国
法
の
強
行
規
定
の
適
用
は
明
確
に
定
義
し

た
条
件
に
基
づ
い
て
の
み
生
じ
る
が
、
同
条
約
第
七
条
第
二
項
の
条
文
に
は
法
廷
地
法
の
絶
対
的
強
行
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
特
定
の
条
件
を
明
確

に
規
定
し
て
い
な
い
。」

前
述
の
よ
う
に
、
ロ
ー
マ
条
約
第
七
条
は
第
一
項
に
お
い
て
外
国
法
の
絶
対
的
強
行
規
定
に
つ
い
て
、
第
二
項
に
お
い
て
法
廷
地
の
絶

対
的
強
行
規
定
に
つ
い
て
規
定
す
る
。
ま
た
、
同
条
第
一
項
に
お
け
る
国
内
裁
判
所
に
よ
る
外
国
法
の
絶
対
的
強
行
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
明
確
に
定
義
さ
れ
た
条
件
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
同
条
第
二
項
に
お
け
る
法
廷
地
法
の
絶
対
的
強
行
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
特
定
の
条
件
が
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
条
項
の
内
容
に
鑑
み
れ
ば
、
同
条
第
二
項
に
よ
り
解
決
さ
れ
る
こ
と
が
妥

当
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
条
項
に
よ
れ
ば
、
法
廷
地
法
で
あ
る
同
法
律
が
絶
対
的
強
行
規
定
と
し
て
適
用
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
。

な
お
、
本
件
で
は
、
当
事
者
が
選
択
し
た
法
及
び
法
廷
地
法
が
い
ず
れ
も
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
加
盟
国
法
で
あ
っ
た
こ
と
が
複

雑
な
要
素
と
な
っ
て
い
た
。
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
は
法
の
統
一
を
目
標
と
し
て
指
令
に
基
づ
き
国
内
法
化
さ
れ
た
加
盟
諸
国
法
の
統
一
を
目
指

し
て
い
た
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。
し
か
し
、
判
旨
は
、
同
条
第
二
項
に
基
づ
い
た
法
廷
地
強
行
規
定
の
適
用
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
国
内

法
を
Ｅ
Ｕ
法
に
一
致
さ
せ
る
と
い
う
加
盟
諸
国
の
義
務
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
旨
指
摘
し
、
次
の
よ
う
に
当
裁
判
所
の
確
立
さ

れ
た
判
例
法
を
提
示
す
る
。
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「
46　

し
か
し
な
が
ら
、
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ロ
ー
マ
条
約
第
七
条
第
二
項
に
基
づ
い
た
絶
対
的
強
行
規
定
の
存
在
を
争
う
可
能

性
は
、
そ
れ
ら
規
定
と
Ｅ
Ｕ
法
の
一
致
を
確
保
す
る
加
盟
諸
国
の
義
務
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
裁
判
所
の
確
立
さ
れ
た
判

例
法
（la jurisprudence de la Cour

）
に
よ
れ
ば
、
国
内
規
則
（règles nationales

）
が
強
行
安
全
法
規
（
公
序
立
法
）（lois de police et 

de sureté/ public order legislation

）
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
が
条
約
の
規
定
遵
守
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
免
除
さ

れ
る
と
す
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ
法
の
優
位
性
及
び
統
一
的
な
適
用
は
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
国
内
立
法
を
基
礎
づ
け
る
考
慮
は
、
条
約
に
よ

り
明
示
的
に
定
め
ら
れ
た
準
拠
法
選
択
の
自
由
に
対
す
る
例
外
と
し
て
、
Ｅ
Ｕ
法
に
よ
り
考
慮
さ
れ
得
る
し
、
妥
当
な
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
が
公
的

利
益
に
関
連
す
る
最
優
先
さ
れ
る
べ
き
理
由
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
考
慮
さ
れ
得
る
（C

─369/96

及
びC

─376/96 A
rblade and O

thers

事

件
（
一
九
九
九
）ECR I
─8453

第
三
一
判
示
事
項
参
照
）。」

次
に
、
先
例
に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
強
行
法
規
性
の
解
釈
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。

「
47　

そ
れ
と
の
関
係
で
想
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、加
盟
国
に
よ
る
警
察
及
び
安
寧
に
係
わ
る
国
家
規
定
〔
強
行
法
規
〕（dispositions 

nationales de lois de police et de sûreté
）
の
性
質
決
定
は
、
加
盟
国
の
領
土
内
に
所
在
す
る
す
べ
て
の
人
々
及
び
加
盟
国
内
の
す
べ
て
の

法
的
関
係
に
遵
守
が
命
じ
ら
れ
る
よ
う
に
関
係
加
盟
国
に
お
け
る
政
治
的
、
社
会
的
又
は
経
済
的
組
織
の
保
護
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
き
た
国
内
規
定
に
妥
当
す
る
（A

rblade and O
thers

事
件
第
三
〇
判
示
事
項
、
及
びC

─319/06 Com
m

ission v. Luxem
bourg

事
件

（
一
九
九
九
）ECR I

─4323

第
二
九
判
示
事
項
参
照
）。」

こ
の
よ
う
な
解
釈
は
ロ
ー
マ
条
約
に
代
え
て
適
用
さ
れ
る
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
の
「
強
行
法
規
（loi de police

）」
と
い
う
表
題
の
付
い
た
第

九
条
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
判
旨
は
、
同
条
項
第
一
項
の
内
容
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

「
48　

こ
の
解
釈
は
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
第
九
条
第
一
項
の
文
言
に
も
一
致
す
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
は
本
案
手
続
き
に
お
け
る
紛
争
に
除
斥
期
間



二
二
二

（ratione tem
poris

）
を
理
由
と
し
て
適
用
で
き
な
い
。
こ
の
条
項
に
よ
れ
ば
、
強
行
法
規
と
は
、
政
治
的
、
社
会
的
又
は
経
済
的
組
織
な
ど
の
公

益
を
保
護
す
る
た
め
に
国
家
に
よ
り
遵
守
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
本
規
則
に
従
っ
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
法
の
い
か
ん
に
拘
わ

ら
ず
、
そ
の
適
用
範
囲
に
入
る
す
べ
て
の
事
案
に
適
用
さ
れ
る
絶
対
的
強
行
規
定
（une deisposition im

pérative

）
で
あ
る
。」

前
述
の
よ
う
に
、
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
第
九
条
第
一
項
は
強
行
法
規
の
定
義
を
明
確
に
し
て
い
る
。
同
条
項
に
よ
れ
ば
、
政
治
的
、
社
会
的

又
は
経
済
的
組
織
な
ど
の
公
益
を
保
護
す
る
た
め
に
遵
守
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
場
合
、
当
該
法
は
強
行
法
規

と
し
て
当
事
者
に
よ
り
選
択
さ
れ
た
法
に
優
先
し
て
適
用
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
同
条
第
二
項（

（（
（

に
よ
れ
ば
、
法
廷
地
に
お
け
る
強
行
法
規
の

適
用
は
制
限
さ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
加
盟
諸
国
に
お
い
て
事
業
を
営
む
商
事
代
理
人
を
保
護
す
る
こ
と
が
加
盟
国
に
お
け
る
経
済
的
組

織
の
保
護
に
極
め
て
重
要
と
み
な
さ
れ
る
場
合
、
商
事
代
理
人
を
保
護
す
る
規
定
は
強
行
法
規
と
し
て
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
、
た
と
え
当
事
者
に
よ
り
同
様
の
強
行
法
規
性
を
有
す
る
別
の
加
盟
国
法
が
選
択
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
法
廷
地
に
お
け
る
強

行
法
規
の
適
用
は
妨
げ
ら
れ
な
い
。
な
お
、
本
規
則
は
除
斥
期
間
を
理
由
と
し
て
本
件
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
従
っ
て
、
本
件
で
は
ロ
ー

マ
条
約
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

以
上
よ
り
、
国
際
私
法
上
の
契
約
の
基
本
原
則
で
あ
る
当
事
者
自
治
の
原
則
は
ロ
ー
マ
条
約
第
三
条
第
一
項
に
従
い
遵
守
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
同
条
約
第
七
条
第
二
項
に
従
い
法
廷
地
法
が
強
行
法
規
と
し
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
法
廷

地
法
が
強
行
法
規
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
同
条
約
第
七
条
第
二
項
に
従
い
厳
密
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
次
の
よ
う
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

「
49　

こ
の
よ
う
に
、
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
で
何
度
も
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
ロ
ー
マ
条
約
を
基
礎
づ
け
て
い
る
契
約
に
係
わ
る
当
事
者
自
治
の

原
則
を
十
分
に
実
行
す
る
た
め
に
、
当
事
者
の
契
約
関
係
の
準
拠
法
に
つ
い
て
当
事
者
が
自
由
に
選
択
す
る
こ
と
は
ロ
ー
マ
条
約
第
三
条
第
一
項
に
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
事
代
理
人
契
約
法
に
お
け
る
法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
（
金
）

従
い
遵
守
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
関
連
す
る
加
盟
国
法
の
意
味
に
お
い
て
「
強
行
法
規
（loi de police

）」
で
あ
る
か
に
係
わ
る
申
立
て
は
、
第

七
条
第
二
項
に
従
い
、
厳
密
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

こ
う
し
て
、
同
法
律
が
同
条
約
第
七
条
第
二
項
に
い
う
強
行
法
規
と
み
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
当
事
者
自
治
の
原
則
の
適
用
が
制
限
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

（
四
）　

そ
れ
で
は
、
第
二
の
基
準
た
る
判
断
基
準
（「
法
廷
地
法
が
強
行
的
な
性
質
を
有
す
る
と
き
」
と
い
う
法
律
要
件
と
「
当
事
者
に
よ
り
選

択
さ
れ
た
Ｅ
Ｃ
指
令
に
規
定
す
る
最
低
限
の
保
護
要
件
を
満
た
し
た
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
法
に
優
先
し
て
法
廷
地
法
が
適
用
さ
れ
る
」
と
い
う
法
律
効
果
と
の

組
合
せ
か
ら
な
る
）
の
適
用
基
準
（「（
同
法
律
の
）
Ｅ
Ｃ
指
令
の
国
内
法
化
に
お
い
て
、
法
廷
地
加
盟
国
の
議
会
が
、
Ｅ
Ｃ
指
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
保

護
よ
り
も
よ
り
大
き
な
保
護
を
商
事
代
理
人
に
与
え
る
こ
と
が
法
廷
地
加
盟
国
の
法
秩
序
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
と
判
断
す
る
詳
細
な
評
価
に
基
づ
い
て
、

付
託
裁
判
所
が
明
ら
か
に
す
る
場
合
」
と
い
う
法
律
要
件
と
「
判
断
基
準
を
適
用
す
る
」
と
い
う
法
律
効
果
と
の
組
合
せ
か
ら
な
る
）
が
こ
の
よ
う
に

形
成
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。
同
裁
判
所
は
こ
の
点
に
つ
い
て
明
示
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
判
断
基
準
の
適
用
基
準
の
形
成
過
程
に
つ
き

ほ
と
ん
ど
説
明
さ
れ
る
こ
と
な
く
適
用
基
準
の
要
件
と
効
果
が
組
み
合
わ
せ
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。

（
五
）　

以
上
よ
り
、
判
決
の
結
論
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

「
50　

契
約
当
事
者
に
よ
り
明
示
的
に
選
択
さ
れ
た
準
拠
法
に
代
わ
る
国
内
法
が
「
強
行
法
規
」
の
性
質
を
有
す
る
か
否
か
の
評
価
の
過
程
に
お
い

て
、
国
内
裁
判
所
は
、
当
該
法
の
正
確
な
条
件
（térm

es precis de cette loi
）
の
み
を
考
慮
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
一
般
的
な
構
造
並
び
に

関
係
加
盟
国
に
よ
り
重
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
、
議
会
が
そ
れ
を
採
択
し
た
と
考
え
ら
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
当
該
法
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四

が
強
行
的
な
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
に
採
択
さ
れ
た
す
べ
て
の
事
情
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
。
欧
州
委
員
会
が
指

摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
法
廷
地
加
盟
国
に
お
け
る
当
該
法
の
国
内
法
化
が
同
指
令
の
適
用
範
囲
を
拡
大
し
ま
た
は
同
指
令
に
よ
り

与
え
ら
れ
て
い
る
裁
量
に
お
い
て
よ
り
広
い
使
用
を
な
す
よ
う
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、
加
盟
国
が
国
民
に
当
該
（
商
事
代
理
人
と
い
う
）
カ
テ
ゴ

リ
を
付
与
し
て
い
る
特
定
の
利
益
ゆ
え
に
、
商
事
代
理
人
に
対
し
よ
り
大
き
な
保
護
を
与
え
る
。」

以
上
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
に
よ
る
判
決
の
概
要
で
あ
る（

（（
（

。

三　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
七
日
判
決
に
対
す
る
評
価

商
事
代
理
人
契
約
に
お
け
る
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
判
断
を
示
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
に
よ
るU

nam
ar

事
件
判
決
の

概
要
は
以
上
の
ご
と
く
で
あ
る
。
本
件
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
内
の
商
事
代
理
人
契
約
に
お
け
る
法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
決

定
基
準
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
当
事
者
に
よ
り
選
択
さ
れ
た
法
が
同
指
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
最
低
限
の
保
護
を
満
た
し
た
別
の
加

盟
国
法
で
あ
っ
て
も
、
同
指
令
よ
り
も
よ
り
大
き
な
保
護
を
商
事
代
理
人
に
与
え
る
こ
と
が
法
廷
地
加
盟
国
の
法
秩
序
に
お
い
て
重
要
で

あ
る
と
み
な
さ
れ
る
場
合
、
法
廷
地
加
盟
国
の
強
行
法
規
が
優
先
し
て
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
決
定
に
対
し
て
は
、N

ourissat

教
授
に
よ

り
批
判
的
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
た
法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用
可
否
に
触
れ
た
部

分
の
み
を
取
り
上
げ
、
第
一
に
問
題
の
背
景
、
第
二
に
分
析
、
第
三
に
批
評
の
順
で
み
る
こ
と
と
し
た
い
。



二
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五

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
事
代
理
人
契
約
法
に
お
け
る
法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
（
金
）

1　

問
題
の
背
景

本
件
で
適
用
の
可
否
に
つ
き
争
わ
れ
た
法
は
い
ず
れ
も
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
商
事
代
理
人
契
約
に
関
す
る
加
盟
諸
国
法
で
あ
っ

た
。
そ
れ
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
内
に
お
け
る
法
の
統
一
及
び
調
和
を
掲
げ
る
加
盟
諸
国
間
に
お
い
て
抵
触
法
の
問
題
が
生
じ
る
の
は
な

ぜ
か
。
か
か
る
問
題
の
背
景
に
つ
い
て
、
同
教
授
は
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
統
一
法
化
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
一
）　

ま
ず
、
Ｅ
Ｃ
指
令
が
目
標
と
し
て
い
る
加
盟
国
法
間
の
調
和
の
実
現
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
一
九
八
六
年
の
Ｅ
Ｃ
指
令
は
国
内
法
化
さ
れ
る
上
で
い
く
つ
か
の
（
契
約
終
了
に
伴
う
損
害
の
）
賠
償
に
係
わ
る
選
択
権
を
加
盟
諸
国
に
与
え
て

い
る
が
（
同
指
令
第
一
七
条
に
規
定
す
る
本
人
に
よ
り
契
約
解
除
が
行
わ
れ
た
場
合
の
補
償
金
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
申
し
分
の
な
い
説
明
で

あ
る
）、
か
か
る
指
令
が
商
事
代
理
人
に
関
す
る
調
和
規
則
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
問
題
は
、
か
か
る
指
令
の
文
言
に
よ
れ
ば
、
次

の
点
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。『
加
盟
国
間
の
商
品
流
通
は
単
一
市
場
に
お
け
る
も
の
と
類
似
の
条
件
の
も
と
に
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
こ
の
た
め
、
共
通
市
場
が
適
切
に
機
能
す
る
た
め
に
必
要
な
範
囲
で
、
加
盟
国
に
お
い
て
法
令
を
近
似
の
も
の
に
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。

こ
の
点
に
つ
き
、
商
事
代
理
の
事
案
に
お
い
て
は
、
抵
触
法
に
関
す
る
規
範
は
そ
れ
ら
が
仮
に
一
律
の
も
の
に
な
っ
た
と
し
て
も
上
述
の
不
統
一
を

解
消
す
る
も
の
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
の
（
抵
触
法
に
関
す
る
）
規
範
に
関
わ
ら
ず
、
提
案
さ
れ
て
い
る
（
商
事
代
理
に
関
す
る
法
令

の
）
統
一
化
が
必
要
で
あ
る
』。
言
い
換
え
れ
ば
、
調
整
（la coordination
）
あ
る
い
は
調
和
（l’harm

onisation

）
は
（
こ
れ
ら
の
文
言
が
事
実

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
区
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
）
商
事
代
理
人
に
関
し
て
、
抵
触
法
的
方
法
に

固
有
の
欠
陥
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
質
法
的
方
法
に
よ
っ
て
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
実
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
論
理
は
、

売
買
に
関
す
る
抵
触
法
規
定
を
統
一
化
し
た
後
（「
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
」）、
売
買
に
関
す
る
統
一
法
の
制
定
を
正
当
化
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
に
よ
っ



二
二
六

て
常
に
推
進
さ
れ
て
い
る
。
我
々
は
こ
こ
で
な
ん
と
も
効
果
の
な
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
『
統
一
市
場
に
対
す
る
統
一
法
！
』
を
掲
げ
た
一
例
と
し

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
通
売
買
法
規
則
の
提
案
を
思
い
浮
か
べ
る
。」（

（（
（

こ
の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
法
の
抵
触
を
解
消
す
る
た
め
に
法
の
統
一
化
が
推
進
さ
れ
て
き
た
が
、U

nam
ar

事
件
判
決
に
よ
っ
て

そ
の
努
力
は
覆
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
同
教
授
は
、
こ
の
法
の
統
一
化
と
い
う
立
法
の
調
和
が
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
加
盟
諸
国
法
間
の
抵
触
を

招
い
て
い
る
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「U
nam

ar

事
件
判
決
に
つ
い
て
は
、
全
く
予
想
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
！　

全
く
同
様
に
か
な
り
矛
盾
し
て
、
同
判
決
は
一
〇
年
以
上
に
わ
た

る
政
治
的
法
的
単
純
論
（discours politico-juridique sim

pliste

）
に
純
粋
か
つ
単
純
に
背
く
も
の
で
あ
る
。
立
法
の
調
和
（L’harm

onisation 
des législations

）
は
「
域
内
市
場
」
と
い
う
指
令
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
な
り
小
な
り
、
準
拠
法
決
定
の
問
題
が
消
滅
す
る
こ
と
は

な
い
。
と
い
う
の
は
、
極
単
純
に
、
国
内
法
化
は
加
盟
諸
国
法
間
の
相
違
の
原
因
と
な
り
、
ま
た
加
盟
諸
国
法
が
相
違
す
る
場
合
に
、
抵
触
法
の
技

法
は
そ
の
意
義
を
完
全
に
回
復
す
る
か
ら
で
あ
る
。
既
に
そ
れ
は
欠
陥
製
品
の
所
為
に
よ
る
責
任
に
関
す
る
一
九
八
五
年
の
指
令
に
お
い
て
見
事
に

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。」（

（（
（

み
た
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
統
一
法
化
に
よ
る
立
法
の
調
和
を
掲
げ
て
採
択
さ
れ
た
同
指
令
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
新
た
な
抵
触
法

の
問
題
を
招
い
て
い
る
。
同
指
令
は
各
加
盟
国
に
お
い
て
国
内
法
化
さ
れ
る
際
に
、
各
加
盟
国
に
そ
の
形
式
お
よ
び
内
容
に
つ
い
て
裁
量

の
余
地
を
与
え
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
加
盟
諸
国
は
同
指
令
に
定
め
る
最
低
限
の
基
準
を
超
え
る
よ
う
な
規
定
を
も
創
設
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
か
ら
、
加
盟
諸
国
間
に
法
的
差
異
が
生
じ
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
当
該
事
件
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、「
…
…

相
違
な
る
実
質
法
が
併
存
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
ら
実
質
法
を
加
盟
諸
国
に
対
す
る
関
係
で
適
用
で
き
る
か
否
か
を
抵
触
規
定
の
助
け

を
借
り
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
状
況
が
結
果
と
し
て
導
か
れ
る
こ
と
は
す
で
に
予
測
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た（

（（
（

。



二
二
七

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
事
代
理
人
契
約
法
に
お
け
る
法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
（
金
）

（
二
）　

前
述
の
よ
う
に
、
同
指
令
を
国
内
法
化
し
た
加
盟
諸
国
間
に
お
い
て
法
的
差
異
が
生
じ
る
以
上
、
抵
触
法
の
問
題
と
し
て
解
決

す
る
必
要
が
あ
る
。
当
事
者
自
治
の
原
則
の
適
用
に
制
限
を
加
え
て
法
廷
地
の
強
行
法
規
の
適
用
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
法
廷
地
法
の
強
行
的
な
性
質
の
有
無
が
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
教
授
は
、
当
裁
判
所
が
示
し
た
判
決
の
動
機

付
け
（
判
断
基
準
の
適
用
基
準
）
に
基
づ
い
て
同
法
律
の
規
定
を
十
分
に
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
法
律
の
強
行
法
規
性
の
有
無
が
検
討

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
と
り
わ
け
商
事
代
理
人
の
場
合
、
一
九
八
六
年
の
指
令
の
意
に
反
し
て
、
準
拠
法
選
択
権
お
よ
び
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
ベ
ル
ギ
ー
法
（L. 

13 avr. 1995

）、
ブ
ル
ガ
リ
ア
法
（L. 21 juill. 2006

）、
或
い
は
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
法
（C. Com

., art. L. 134

─1

）
等
の
内
容
を
知
る
一
定
の
利

益
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
同
指
令
の
国
内
法
化
は
原
文
に
忠
実
で
あ
る
必
要
が
な
い
以
上
、
付
託
裁
判
所
に
同
指
令
を
国
内
法
化
し
た
一
方
又
は
他

方
い
ず
れ
の
国
内
法
を
指
定
す
る
の
か
を
導
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
判
決
の
動
機
付
け
（m

otivation

）
と
し
て
、
考
慮
さ
れ
る
こ
と
は
、
当
裁
判

所
に
よ
れ
ば
、『
Ｅ
Ｃ
指
令
の
国
内
法
化
に
お
い
て
、
同
指
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
保
護
よ
り
も
よ
り
大
き
な
保
護
を
商
事
代
理
人
に
与
え
る
こ
と

が
、
法
廷
地
加
盟
国
の
法
秩
序
に
お
い
て
法
廷
地
加
盟
国
の
議
会
が
重
要
で
あ
る
と
判
断
す
る
詳
細
な
評
価
に
基
づ
い
て
』（
五
二
判
示
事
項
）
明

ら
か
に
す
る
事
で
あ
る
。
従
っ
て
、
当
裁
判
所
は
あ
ら
か
じ
め
国
際
主
義
派
の
展
望
に
基
づ
い
て
国
内
法
化
さ
れ
た
同
法
の
︿（
商
事
代
理
人
の
）

法
的
地
位
（statut

）﹀
に
つ
い
て
よ
く
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
同
指
令
に
お
け
る
法
的
地
位
に
つ
い
て
は
す
で
に
確
認
さ
れ
て
い
る
（CJCE, 

9 nov. 2000, aff. C

─381/98, Ingm
ar : JurisD

ata no2000
─164619 : Rec. CJCE 2000, I

─9305

）。
国
内
裁
判
所
自
体
の
「
絶
対
的
強
行
性

（d’im
perative

）」
に
関
わ
る
法
制
度
に
従
っ
て
、
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
法
廷
地
法
に
強
行
的
な
性
質
が
付
与
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
認
め
よ

う
と
す
る
な
ら
ば
、U

nam
ar

事
件
判
決
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
は
そ
の
点
に
あ
る
。
そ
の
判
断
は
付
託
裁
判
所
に
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
少
な
く

と
も
当
裁
判
所
の
権
限
と
し
て
言
及
さ
れ
た
範
囲
内
で
の
実
際
の
推
論
（le raisonnem

ent d’une réelle

）
に
見
合
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。」（

（（
（



二
二
八

し
か
し
な
が
ら
、
加
盟
国
の
裁
判
所
に
よ
り
法
廷
地
法
の
強
行
的
な
性
質
の
有
無
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
る
場
合
、
結
果
的
に
は
そ

の
強
行
法
規
性
が
肯
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
旨
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

「
も
は
や
、
加
盟
国
の
裁
判
所
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
内
で
の
契
約
に
お
け
る
準
拠
法
の
決
定
に
関
す
る
問
題
に
直
面
し
て
お
り
、
ロ
ー
マ
条
約
第
七

条
第
二
項
（
後
の
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
第
九
条
）
に
従
い
法
廷
地
法
を
適
用
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
熟
考
す
る
責
任
が
あ
る
。
契
約
当
事
者
に
よ
り
選
択

さ
れ
か
つ
欧
州
連
合
に
お
け
る
同
指
令
の
強
行
的
な
規
定
が
国
内
法
化
さ
れ
た
加
盟
国
法
は
、
法
廷
地
加
盟
国
の
法
制
度
に
よ
れ
ば
同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
連
合
の
強
行
的
な
規
定
（les dispositions contraignantes

）
が
国
内
法
化
さ
れ
た
法
廷
地
加
盟
国
法
に
強
行
性
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
理
由

で
、
法
廷
地
加
盟
国
法
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
か
ら
回
避
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
判
例
に
よ
る
一
種
の
法
廷
地
法
主
義
は
欧
州
連
合
の
舞
台
裏
で
出
所

地
国
に
よ
り
著
し
く
時
間
が
費
や
さ
れ
て
き
た
同
指
令
の
原
文
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
す
る
気
が
全
く
な
い
。」（

（（
（

み
た
よ
う
に
、
当
裁
判
所
に
よ
り
示
さ
れ
た
判
決
の
動
機
付
け
（
判
断
基
準
の
適
用
基
準
）
は
、
法
廷
地
加
盟
国
の
法
制
度
に
従
い
判
断

さ
れ
る
こ
と
か
ら
法
廷
地
法
の
強
行
法
規
性
が
肯
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
一
種
の
法
廷
地
法
主
義
を
も
た
ら
す
結
果
と
な
り
、

同
指
令
の
起
草
者
た
ち
の
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
無
駄
に
す
る
こ
と
に
な
る
と
指
摘
さ
れ
る
。

2　

分
析

先
に
み
た
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
に
よ
り
考
慮
さ
れ
た
判
決
の
動
機
付
け
（
判
断
基
準
の
適
用
基
準
）
は
十
分
な
役
割
を
果

た
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
み
う
け
ら
れ
る
。
以
下
で
は
、
判
旨
が
示
し
た
強
行
的
な
性
質
の
有
無
の
評
価
基
準
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
る

が
、
そ
の
基
準
も
決
し
て
明
確
な
も
の
で
は
な
い
旨
言
及
さ
れ
る
。

ま
ず
、
前
段
部
分
で
は
、
当
事
者
が
選
択
し
た
ブ
ル
ガ
リ
ア
法
に
優
先
し
て
法
廷
地
加
盟
国
の
強
行
法
規
で
あ
る
ベ
ル
ギ
ー
法
が
適
用



二
二
九

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
事
代
理
人
契
約
法
に
お
け
る
法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
（
金
）

さ
れ
る
か
と
い
う
当
事
者
自
治
の
原
則
の
適
用
に
対
す
る
制
限
の
認
否
に
つ
き
判
断
基
準
が
示
さ
れ
る
。
続
け
て
、
そ
の
先
決
的
争
点
と

な
る
判
旨
が
示
し
た
強
行
的
な
性
質
の
有
無
に
係
わ
る
評
価
基
準
が
参
照
さ
れ
る
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
に
よ
り
考
慮
さ
れ
た
判
決
の
動
機
付
け
（m

otivation

）
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
当
裁
判
所
が
そ
の
動
機
付
け
に
よ
り
も

た
ら
さ
れ
る
不
安
定
さ
に
絶
え
ず
見
舞
わ
れ
て
い
る
と
い
う
結
果
に
至
っ
た
だ
け
に
、
よ
り
慎
重
な
審
査
が
当
然
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
当
裁
判

所
は
、
Ｅ
Ｃ
指
令
が
と
り
わ
け
商
事
代
理
人
契
約
終
了
の
場
合
に
最
低
限
の
保
護
を
商
事
代
理
人
に
与
え
る
加
盟
諸
国
の
国
内
規
則
の
調
和
を
実
現

す
る
と
考
え
て
い
る
。
同
指
令
の
国
内
法
化
に
お
い
て
、
法
廷
地
加
盟
国
で
採
択
さ
れ
た
国
内
規
定
が
同
指
令
に
規
定
さ
れ
た
適
用
範
囲
お
よ
び
最

低
限
の
保
護
を
超
え
る
場
合
（
当
該
事
件
で
適
用
さ
れ
た
規
定
に
相
当
す
る
よ
う
な
形
態
）、
そ
の
国
内
規
定
は
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
か
つ
当

事
者
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
他
の
加
盟
国
法
に
代
え
て
適
用
さ
れ
得
る
。」（

（（
（

み
ら
れ
た
よ
う
に
、
当
裁
判
所
は
当
該
事
件
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
Ｅ
Ｃ
指
令
が
契
約
終
了
後
の
商
事
代
理
人
に
最
低
限
の
保
護
を

与
え
る
加
盟
諸
国
の
国
内
規
則
の
調
和
を
実
現
す
る
強
行
規
定
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
本

件
で
適
用
の
可
否
に
つ
き
争
わ
れ
た
法
は
い
ず
れ
も
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
加
盟
諸
国
法
で
あ
り
、
強
行
規
定
と
み
な
さ
れ
よ
う
。

こ
れ
を
前
提
に
し
て
、
同
教
授
は
「
同
指
令
の
国
内
法
化
に
お
い
て
、
法
廷
地
加
盟
国
で
採
択
さ
れ
た
国
内
規
定
が
同
指
令
に
規
定
さ
れ

た
適
用
範
囲
お
よ
び
最
低
限
の
保
護
を
超
え
る
と
き
」
と
い
う
法
律
要
件
と
「
そ
の
国
内
規
定
は
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
か
つ
当
事
者

に
よ
り
指
定
さ
れ
た
他
の
加
盟
国
法
に
代
え
て
適
用
さ
れ
得
る
」
と
い
う
法
律
効
果
か
ら
な
る
当
事
者
自
治
の
原
則
の
適
用
に
対
す
る
制

限
の
認
否
に
関
わ
る
判
断
基
準
を
示
さ
れ
た
。

続
け
て
、
本
件
判
決
に
よ
れ
ば
、
当
事
者
が
選
択
し
た
法
に
優
先
し
て
法
廷
地
加
盟
国
法
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
ロ
ー
マ
条
約
第
七
条

第
二
項
の
意
味
に
お
い
て
法
廷
地
加
盟
国
法
に
「
絶
対
的
強
行
性
」
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
強
行
的
な
性
質
の
有
無
に
つ
い



二
三
〇

て
当
裁
判
所
が
示
し
た
評
価
基
準
に
つ
い
て
同
教
授
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

「
…
…
、
法
廷
地
加
盟
国
法
が
ロ
ー
マ
条
約
第
七
条
第
二
項
の
意
味
で
ま
さ
に
「
絶
対
的
強
行
性
（im

pérative

）」
を
有
す
る
な
ら
ば
、
明
確
に
す

る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
前
提
条
件
で
あ
る
。
国
内
裁
判
所
が
待
ち
望
ん
で
い
た
展
開
は
本
判
決
の
第
五
〇
判
示
事
項
に
託
さ
れ
た
。
す
な
わ

ち
、『
国
内
裁
判
所
は
、
当
該
法
の
正
確
な
条
件
（térm

es precis de cette loi

）
の
み
を
考
慮
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
一
般
的
な
構
造
並
び
に

関
係
加
盟
国
に
よ
り
重
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
、
議
会
（le régislateur national

）
が
そ
れ
を
採
択
し
た
と
考
え
ら

れ
る
限
り
に
お
い
て
、
当
該
法
が
強
行
的
な
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
に
採
択
さ
れ
た
す
べ
て
の
事
情
に
つ
い
て
も

考
慮
す
る
。
欧
州
委
員
会
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
法
廷
地
加
盟
国
に
お
け
る
当
該
法
の
国
内
法
化
が
同
指
令
の
適
用
範
囲
を

拡
大
し
ま
た
は
同
指
令
に
よ
り
与
え
ら
れ
て
い
る
裁
量
に
お
い
て
よ
り
広
い
使
用
を
な
す
よ
う
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、
加
盟
国
が
国
民
に
当
該

（
商
事
代
理
人
と
い
う
）
カ
テ
ゴ
リ
を
付
与
し
て
い
る
特
定
の
利
益
ゆ
え
に
、
商
事
代
理
人
に
対
し
よ
り
大
き
な
保
護
を
与
え
』
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
判
決
文
（m

essage

）
は
明
快
と
は
い
え
不
完
全
で
あ
る
！
」（

（（
（

ロ
ー
マ
条
約
に
よ
れ
ば
、
ロ
ー
マ
条
約
第
三
条
第
一
項
に
従
い
当
事
者
自
治
の
原
則
が
遵
守
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
こ

の
原
則
に
制
限
が
加
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
法
廷
地
加
盟
国
法
は
同
条
約
第
七
条
第
二
項
に
い
う
「
絶
対
的
強
行
性
」
を
有
し
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
同
条
項
に
従
い
厳
密
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
本
判
決
で
示
さ
れ
た
法
廷
地
加
盟
国
法
の
強
行
的
な
性

質
の
有
無
に
関
す
る
評
価
基
準
は
同
条
項
に
お
け
る
厳
密
な
解
釈
に
答
え
る
に
は
不
完
全
な
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
る
。

さ
ら
に
後
段
部
分
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
が
本
来
担
う
べ
き
役
割
を
十
分
に
果
た
し
て
い
な
い
旨
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
事
代
理
人
契
約
法
に
お
け
る
法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
（
金
）

「
一
方
の
共
同
体
主
義
派
、
他
方
の
国
際
主
義
派
は
い
ず
れ
も
そ
の
判
決
に
満
足
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
我
々
が
考
え
る
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

司
法
裁
判
所
は
、（
当
裁
判
所
が
ま
さ
に
「
で
き
る
こ
と
」
と
「
し
て
は
な
ら
な
い
」
こ
と
に
言
及
し
て
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
内
に
お
い
て
当
事
者
自

治
に
よ
る
準
拠
法
に
代
え
て
法
廷
地
法
が
適
用
で
き
る
こ
と
を
付
託
裁
判
所
で
承
認
す
る
こ
と
は
問
題
の
付
託
（une rem

ise en cause

）
が
Ｅ
Ｕ

の
基
本
的
自
由
及
び
基
本
原
則
で
あ
る
、
往
来
の
経
済
的
自
由
に
も
国
際
契
約
に
お
け
る
意
思
自
治
に
も
直
面
し
て
い
る
と
い
う
場
合
を
除
い
て
不

可
能
で
あ
り
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
あ
ま
り
強
調
し
て
い
な
い
。
当
裁
判
所
が
強
調
し
た
い
こ
と
は
、
望
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、（
適

切
な
場
合
に
そ
う
す
る
よ
う
に
）
当
裁
判
所
自
体
が
あ
ら
ゆ
る
結
論
を
導
き
出
し
て
も
分
か
ら
な
い
場
合
に
は
、
加
盟
諸
国
の
裁
判
所
に
判
断
を
委

ね
る
こ
と
で
あ
る
。
統
一
的
な
解
決
空
間
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
地
帯
を
認
め
か
つ
相
関
的
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
可
能
性
に
対
し
て

抗
う
と
い
う
考
え
を
無
意
味
な
文
言
に
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
加
盟
諸
国
の
裁
判
所
は
で
き
る
限
り
正
確
な
方
法
論
を
必
要
と
し
て
い
る
。

正
確
に
言
え
ば
、
我
々
が
強
調
し
て
い
る
こ
の
局
面
（l’aspect

）
は
ま
さ
に
判
決
の
動
機
付
け
（m

otivation

）
に
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
局
面
は

判
決
の
動
機
付
け
の
中
に
「
隠
さ
れ
て
い
る
」
が
、
と
り
わ
け
こ
の
「
下
さ
れ
た
判
決
」
の
中
に
含
ま
れ
て
は
い
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所

の
判
決
は
全
体
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
…
…
国
内
裁
判
所
の
意
図
に
対
し
て
強
調
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。
…
…
」（

（（
（

み
ら
れ
た
よ
う
に
、
同
教
授
が
指
摘
さ
れ
る
の
は
次
の
二
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
当
裁
判
所
が
強
調
す
べ
き
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
付
託

裁
判
所
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
内
に
お
い
て
当
事
者
が
選
択
し
た
法
に
代
え
て
法
廷
地
法
の
適
用
を
承
認
す
る
こ
と
は
特
定
の
場
合
を
除
い
て

不
可
能
で
あ
り
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
強
調
し
た
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
最
終
的
に
当
裁
判
所
で
判
断
で
き
な
い
と
き
は
加
盟
国
裁
判

所
に
委
ね
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
当
裁
判
所
は
付
託
裁
判
所
に
対
し
て
本
来
強
調
す
べ
き
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
な
く
、

強
調
し
た
い
こ
と
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
加
盟
国
裁
判
所
が
先
行
判
決
で
求
め
て
い
る
こ
と
と
そ
の
求
め
に
対
し
て
当

裁
判
所
が
明
確
に
し
て
い
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
付
託
裁
判
所
が
当
裁
判
所
に
求
め
て
い
た
回
答
は
、
同
指
令
に
定
め
ら
れ
た

最
低
限
の
保
護
よ
り
も
よ
り
大
き
な
保
護
を
与
え
る
法
廷
地
の
強
行
法
規
が
当
事
者
に
よ
り
選
択
さ
れ
た
同
指
令
に
よ
り
最
低
限
の
保
護

が
定
め
ら
れ
て
い
る
法
に
優
先
し
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
明
確
な
決
定
基
準
で
あ
っ
た
が
、
当
裁
判
所
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が
示
し
た
基
準
は
決
し
て
明
確
な
も
の
と
は
い
え
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

3　

批
評

本
判
決
で
は
、
法
廷
地
加
盟
国
法
の
適
用
の
可
否
に
つ
い
て
判
断
す
る
に
あ
た
り
、
当
事
者
自
治
の
原
則
の
適
用
に
対
す
る
制
限
の
認

否
お
よ
び
そ
の
先
決
的
争
点
と
な
る
法
廷
地
加
盟
国
法
の
強
行
的
な
性
質
の
有
無
が
検
討
さ
れ
た
。
し
か
し
、N

ourissat

教
授
に
よ
れ

ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
に
よ
り
示
さ
れ
た
こ
れ
ら
決
定
基
準
の
内
容
は
十
分
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
法
廷
地
加
盟
国

法
の
適
用
を
肯
定
し
た
本
件
の
結
論
に
あ
た
っ
て
は
な
お
追
加
的
な
論
証
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
以
下
で
は
、
判
旨
に
よ
り
明

確
に
さ
れ
な
か
っ
た
こ
れ
ら
二
つ
の
決
定
基
準
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用
範
囲
、
次
に
、

法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用
可
否
に
つ
い
て
、
ロ
ー
マ
条
約
及
び
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
こ
れ
ら
二
つ
の
側
面
か
ら
述
べ
ら
れ
る
。

（
一
）　

法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用
範
囲

法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用
可
否
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
判
断
基
準
の
適
用
範
囲
を
決
定
す
る
基
準
、
つ
ま
り
そ
の
適
用
基

準
が
明
確
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
法
廷
地
実
質
法
の
直
接
適
用（

（（
（

と
い
う
一
方
的
抵
触
規
定
と
当
事
者
自
治
原
則
と
い
う

双
方
的
抵
触
規
定
の
う
ち
い
ず
れ
を
適
用
す
る
か
と
い
う
優
先
順
位
の
決
定
問
題
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
一
方
、
法
廷
地
実

質
法
で
あ
る
同
法
律
第
二
七
条（

（（
（

に
よ
れ
ば
、当
該
商
事
代
理
人
契
約
は
契
約
準
拠
法
に
か
か
わ
ら
ず
ベ
ル
ギ
ー
法
に
服
す
る
こ
と
と
な
る
。

従
っ
て
、
同
法
律
は
強
行
法
規
と
し
て
直
接
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
当
事
者
に
よ
り
行
わ
れ
た
他
の
加
盟
国
法
（
ブ
ル
ガ
リ
ア
法
）
の

選
択
は
無
効
と
な
る
。
他
方
、
ベ
ル
ギ
ー
国
際
私
法
第
九
八
条（

（（
（

に
よ
れ
ば
、
契
約
債
務
の
準
拠
法
は
ロ
ー
マ
条
約（

（（
（

に
従
い
適
用
さ
れ
る
。
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
事
代
理
人
契
約
法
に
お
け
る
法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
（
金
）

さ
ら
に
、
今
日
に
お
い
て
は
、
ロ
ー
マ
条
約
に
代
え
て
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
が
適
用
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
判
旨
は
後
者
を
採
用
し
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

本
件
で
は
ま
さ
に
こ
の
適
用
基
準
が
形
成
さ
れ
た
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
同
教
授
は
こ
の
点

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

「
予
測
し
て
い
た
以
上
に
当
該
判
決
に
お
け
る
実
質
的
適
用
範
囲
（la portée réelle

）
を
画
定
す
る
こ
と
は
デ
リ
ケ
ー
ト
な
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
商
事
代
理
人
と
本
人
間
で
対
立
し
て
い
る
こ
の
商
事
代
理
人
契
約
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
は
異
な
る
加
盟
諸
国
に
お
い
て
各
当
事
者
が
居
所

（dom
icile

）
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
の
判
決
の
言
い
渡
し
後
に
類
推
が
行
わ
れ
る
判
決
に
は
極
め
て
慎

重
で
あ
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
律
家
（
裁
判
官
）
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
実
質
的
な
適
用
範
囲
を
画
定
す
る
こ
と
だ
け
が

こ
の
よ
う
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
…
…
、
こ
こ
で
はU

nam
ar

事
件
判
決
で
生
じ
た
あ
い
ま
い
さ
を
確
実
に
拭
い
去
る
目
的
で
検
討

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
法
廷
地
法
の
絶
対
的
強
行
性
の
問
題
が
ロ
ー
マ
条
約
に
従
い
あ
る
い
は
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
七
日
以
降
に
締
結
さ

れ
た
契
約
に
適
用
さ
れ
る
「
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
」
に
従
い
検
討
さ
れ
る
か
に
よ
っ
て
、
か
か
る
適
用
範
囲
は
相
違
し
得
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。」（

（（
（

（
二
）　

法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用
可
否

前
述
の
よ
う
に
、
ベ
ル
ギ
ー
国
際
私
法
の
適
用
を
前
提
と
す
れ
ば
、
ロ
ー
マ
条
約
又
は
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
に
よ
り
準
拠
法
が
決
定
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。
こ
れ
ら
条
約
及
び
規
則
は
い
ず
れ
も
一
方
で
当
事
者
自
治
の
原
則
を
認
め
、
他
方
で
そ
の
適
用
に
対
す
る
制
限
を
も
認
め

て
い
る
。
ロ
ー
マ
条
約
の
適
用
に
よ
れ
ば
、
同
条
約
第
三
条
の
当
事
者
自
治
の
原
則
ま
た
は
同
条
約
第
七
条
第
二
項
の
法
廷
地
強
行
法
規

の
い
ず
れ
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
か
検
討
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
、
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
の
適
用
に
よ
れ
ば
、
同
規
則
第
九
条
に

従
い
法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用
の
可
否
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用
を
認
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
先
決
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的
争
点
と
な
る
法
廷
地
法
の
強
行
的
な
性
質
の
有
無
が
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
同
条

約
又
は
同
規
則
の
い
ず
れ
に
従
い
検
討
さ
れ
る
か
に
よ
り
そ
の
適
用
範
囲
が
相
違
し
得
る
こ
と
か
ら
異
な
る
結
論
が
導
か
れ
る
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
以
下
で
は
、
第
一
に
、
ロ
ー
マ
条
約
、
第
二
に
、
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
に
従
い
法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用
可

否
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
。

①　

ロ
ー
マ
条
約

判
旨
は
ロ
ー
マ
条
約
の
適
用
に
従
い
、
法
廷
地
法
が
同
第
七
条
第
二
項
に
い
う
絶
対
的
強
行
性
を
有
す
る
も
の
と
み
な
し
て
当
事
者
が

選
択
し
た
法
に
優
先
し
て
法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
当
裁
判
所
は
、
当
該
法
廷
地
法
の
強
行
法
規
性
を
優
先

順
位
の
決
定
基
準
、
つ
ま
り
当
事
者
自
治
原
則
の
適
用
基
準
と
解
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
強
行
的
な
性
質
の
有
無

を
判
断
す
る
に
あ
た
り
ど
の
よ
う
な
決
定
基
準
が
採
用
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
説
明
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。
同
教
授
は
、
ロ
ー
マ
条
約
を

適
用
す
る
場
合
の
問
題
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

「
ロ
ー
マ
条
約
の
適
用
に
よ
れ
ば
、
な
る
ほ
ど
付
託
裁
判
所
は
当
事
者
が
選
択
し
た
法
と
同
裁
判
所
が
強
行
的
な
性
質
を
有
す
る
と
主
張
す
る
法
廷

地
の
国
内
法
と
を
比
較
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
問
題
点
と
し
て
、
保
護
主
義
的
な
傾
向
の
分
析
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
た

め
に
、
ロ
ー
マ
条
約
と
先
に
言
及
し
た
域
内
市
場
に
お
け
る
法
の
一
般
原
則
を
二
重
に
遵
守
し
た
う
え
で
検
討
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
確
た
る
問
題
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ど
の
よ
う
に
し
て
『
Ｅ
Ｃ
指
令
の
国
内
法
化
に
お
い
て
、

前
述
の
Ｅ
Ｃ
指
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
保
護
よ
り
も
よ
り
大
き
な
保
護
を
商
事
代
理
人
に
与
え
る
こ
と
が
、
法
廷
地
加
盟
国
の
法
秩
序
に
お
い
て
法

廷
地
加
盟
国
の
議
会
が
重
要
で
あ
る
と
判
断
す
る
詳
細
な
評
価
に
基
づ
い
て
明
ら
か
に
す
る
』
の
で
あ
ろ
う
か
？　

実
質
法
的
正
義
に
向
か
う
抵
触
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い
て
（
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法
的
正
義
の
移
行
は
（Ce glissem

ent de la justice conflictuelle vers la justice m
atérielle

）、
裁
判
官
（
そ
し
て
実
際
に
は
た
い
て
い
の

場
合
当
事
者
）
に
対
し
て
、
少
な
く
と
も
、
訴
訟
が
長
引
き
か
つ
訴
訟
費
用
が
か
さ
み
、
極
め
て
複
雑
な
、
つ
ま
り
論
理
的
に
難
し
く
、
国
家
裁
判

官
の
迂
回
作
戦
（
回
避
戦
略
：strategie d’evitem

ent du juge etatique

）
を
招
く
可
能
性
の
あ
る
大
が
か
り
な
比
較
作
業
を
課
す
こ
と
に
な

る
。
先
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
商
事
代
理
人
の
最
小
限
の
保
護
の
探
求
は
手
続
き
上
漠
然
と
し
て
い
て
見
失
う
恐
れ
が
あ
る
。
最
善
は
善
の
敵
で
あ
る

（
完
全
を
追
求
し
す
ぎ
る
と
、
い
っ
さ
い
を
駄
目
に
す
る
恐
れ
が
あ
る
）。」（

（（
（

み
た
よ
う
に
、
ロ
ー
マ
条
約
の
適
用
に
よ
れ
ば
、
付
託
裁
判
所
は
当
事
者
が
選
択
し
た
法
と
法
廷
地
法
と
を
比
較
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
場
合
に
、
同
条
約
の
適
用
と
同
時
に
域
内
市
場
に
お
け
る
法
の
一
般
原
則
で
あ
る
Ｅ
Ｕ
法
の
優
位
性（

（（
（

及
び
統
一
的
な
適
用
も
遵

守
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
国
内
法
は
、
同
条
約
の
規
定
遵
守
を
免
除
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

強
行
法
規
と
し
て
当
事
者
自
治
原
則
の
適
用
に
対
す
る
制
限
が
考
慮
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る（

（（
（

。
た
だ
し
、
本
件
で
は
い
ず
れ
の
法
も
同
指

令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
加
盟
国
法
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
さ
ほ
ど
問
題
に
は
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
問
題
は
む
し

ろ
判
旨
が
示
し
た
強
行
法
規
性
の
探
求
方
法
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
実
質
的
保
護
目
的
の
考
慮
を
重
視
す
る
よ
う
な
、
抵
触
法
的
正
義
の

実
質
法
的
正
義
へ
の
移
行（

（（
（

は
裁
判
官
や
当
事
者
に
対
し
て
大
が
か
り
な
比
較
作
業
を
課
す
結
果
に
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

②　

ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則

本
規
則
は
、
ロ
ー
マ
条
約
よ
り
も
よ
り
明
確
に
強
行
法
規
の
定
義
及
び
そ
の
適
用
に
つ
い
て
示
す
。
先
例
に
お
い
て
、
国
内
規
定
の
強

行
法
規
性
を
解
釈
す
る
に
あ
た
り
示
さ
れ
た
決
定
基
準
は
、
本
規
則
第
九
条
第
一
項
に
定
め
る
強
行
法
規
の
定
義
に
合
致
す
る
も
の
で

あ
っ
た（

（（
（

。
な
お
、
判
旨
に
よ
れ
ば
、
本
規
則
は
除
斥
期
間
を
理
由
と
し
て
本
件
に
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た（

（（
（

。
そ
れ
で
も
な
お
、

本
規
則
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
の
は
法
廷
地
法
の
強
行
的
な
性
質
の
有
無
お
よ
び
そ
の
適
用
可
否
に
係
わ
る
明
確
な
決
定
基
準
を
見
出
す
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上
で
有
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
同
教
授
は
、
本
規
則
の
適
用
に
よ
る
場
合
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

「「
ロ
ー
マ
Ⅰ
」
規
則
に
よ
れ
ば
、
審
理
に
お
い
て
は
、
今
日
、
一
方
の
本
規
則
第
三
条
第
三
項
と
他
方
の
本
規
則
第
九
条
と
の
区
別
を
考
慮
に
入
れ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
次
に
み
る
よ
う
に
、「
ロ
ー
マ
Ⅰ
」
規
則
第
三
条
第
三
項
は
「
選
択
時
に
お
い
て
、
事
案
に
関
連
す
る
他
の
す
べ
て
の
要

素
が
、
法
選
択
さ
れ
た
国
以
外
の
一
ヶ
国
に
所
在
す
る
場
合
、
そ
の
国
の
法
の
中
で
当
事
者
に
よ
る
別
段
の
合
意
の
許
さ
れ
な
い
規
定
は
、
当
事
者

に
よ
る
法
選
択
に
よ
っ
て
も
、
適
用
を
妨
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
定
め
る
。
続
け
て
「
ロ
ー
マ
Ⅰ
」
規
則
第
九
条
は
以
下
の
よ
う
に
強
行
法

規
（lois de police
）
を
『
政
治
的
、
社
会
的
又
は
経
済
的
組
織
な
ど
の
公
的
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
国
家
に
よ
り
遵
守
が
極
め
て
重
要
で
あ
る

と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
本
規
則
に
従
っ
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
法
の
い
か
ん
に
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
適
用
範
囲
に
入
る
す
べ
て
の
事
案
に
適
用
さ
れ
る
絶

対
的
強
行
規
定
（une deisposition im

pérative

）
で
あ
る
』
と
定
義
し
、『
本
規
則
は
法
廷
地
法
に
お
け
る
強
行
法
規
（lois de police

）
の
適

用
を
妨
げ
ら
れ
な
い
』
と
定
め
た
。」（

（（
（

前
述
の
よ
う
に
、
一
方
、
本
規
則
第
三
条
第
三
項
は
、
純
粋
な
Ｅ
Ｕ
域
内
事
件
に
お
い
て
加
盟
国
の
強
行
法
規
が
当
事
者
に
よ
る
法
選

択
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
な
い
こ
と
を
定
め
る
。
他
方
、
本
規
則
第
九
条
は
、
強
行
法
規
の
定
義
及
び
法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用
を
定
め
る
。

同
教
授
は
、
こ
れ
ら
条
項
を
区
別
し
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。

以
下
で
は
、ま
ず
本
規
則
第
九
条
に
従
い
、同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
同
法
律
の
強
行
的
な
性
質
の
有
無
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
（
ａ
）、

次
に
本
規
則
第
三
条
第
三
項
の
適
用
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
（
ｂ
）。

（
ａ
）　

先
に
み
た
よ
う
に
、
本
規
則
第
九
条
第
一
項
は
、
強
行
法
規
を
「
公
的
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
国
家
に
よ
り
遵
守
が
極
め
て

重
要
で
あ
る
」
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
選
択
準
拠
法
の
如
何
に
拘
わ
ら
ず
適
用
さ
れ
る
べ
き
絶
対
的
強
行
規
定
で
あ
る
と
定
義
す
る
。
こ

の
定
義
の
解
釈
を
め
ぐ
り
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
強
行
法
規
が
「
公
的
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
」
国
家
に
よ
り
遵
守
が
極
め
て
重
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要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
商
事
代
理
人
の
保
護
と
い
っ
た
私
的
利
益
を
保
護
す
る
よ
う
な
規
定
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
解
釈
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
る（

（（
（

。
判
旨
に
お
い
て
は
、
商
事
代
理
人
に
つ
い
て
私
的
利
益
と
公
的
利
益
の
区
別
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い（

（（
（

。
な
お
、
イ
ギ
リ
ス
及
び
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
消
費
者
及
び
労
働
者
な
ど
の
私
的
利
益
を
保
護
す
る
規
定
は
当
該
規
定
の
適
用
自

体
が
公
的
利
益
を
保
護
す
る
と
い
う
解
釈
の
も
と
強
行
法
規
と
み
な
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
問
題
に
対
す
る
同
教
授
の
見
解
は
次
の
通
り
で

あ
る
。「

一
九
八
六
年
の
指
令
を
国
内
法
化
し
た
国
内
法
は
常
に
「
ロ
ー
マ
Ⅰ
」
規
則
の
意
味
で
強
行
法
規
と
し
て
の
法
的
性
質
を
有
す
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

こ
こ
に
「
公
的
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
国
家
に
よ
り
遵
守
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
」
問
題
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
？　

我
々
は
常
に
疑
問
を
抱
い
て
い
る
（
…
…
）。
と
こ
ろ
で
、
イ
ン
グ
マ
ー
ル
事
件
判
決
に
お
い
て
想
起
さ
れ
る
が
、
も
し
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
が
強
行
法
規
の
伝
統
的
推
論
（les raisonnem

ents classiques des lois de police

）
を
支
持
し
て
い
た
な
ら
ば
、
も
っ

と
も
、
そ
こ
で
判
然
と
（expressis verbis
）
そ
の
性
質
決
定
（la qualification

）
に
つ
い
て
考
慮
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
はU

nam
ar

事
件
判
決
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
国
内
法
化
さ
れ
た
国
家
法
（loi nationale

）
が
ま
さ
に
強
行
法
規
で
あ
る
な
ら

ば
、
そ
の
事
件
が
加
盟
諸
国
の
み
に
属
す
る
こ
と
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
の
見
解
に
よ
る
場
合
、
今
日
に
お
い
て
は
、（
少
な
く
と
も
特
殊

な
場
合
の
契
約
に
つ
い
て
）
Ｅ
Ｕ
法
に
従
い
原
文
通
り
定
め
ら
れ
た
定
義
を
尊
重
す
る
こ
と
を
確
た
る
条
件
と
し
て
い
る
（
優
位
性
義
務
の
原
則
：

principe de prim
auté oblige

）。
本
件
の
場
合
、
ベ
ル
ギ
ー
議
会
は
、
一
九
九
五
年
の
法
律
が
、
と
り
わ
け
本
人
に
よ
り
契
約
が
解
除
さ
れ
た
場

合
に
商
事
代
理
人
を
よ
り
保
護
す
る
構
造
が
「
公
的
利
益
」
を
保
護
す
る
た
め
に
「
極
め
て
重
要
」
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。」（

（（
（

み
ら
れ
た
よ
う
に
、
本
件
判
決
で
は
強
行
法
規
の
適
用
に
あ
た
り
、
伝
統
的
な
方
法
論（

（（
（

で
は
な
く
特
別
連
結
論（

（（
（

を
想
定
し
て
い
た
こ
と

か
ら
強
行
的
な
性
質
の
有
無
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
国
内
法
の
強
行
法

規
は
Ｅ
Ｕ
法
す
な
わ
ち
同
規
則
第
九
条
第
一
項
の
定
義
（「
公
的
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
国
家
に
よ
り
遵
守
が
極
め
て
重
要
」
と
み
な
さ
れ
る
も
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の
）
を
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
教
授
に
よ
れ
ば
、
同
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
同
法
律
は
ベ
ル
ギ
ー
議
会
に
よ
り
「
公
的

利
益
」
を
保
護
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
強
行
法
規
性
が
肯
定
さ
れ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

（
ｂ
）　

な
お
、
商
事
代
理
人
契
約
が
本
規
則
第
九
条
に
い
う
強
行
法
規
と
し
て
保
護
さ
れ
る
契
約
の
範
疇
に
包
含
さ
れ
る
か
に
つ
い
て

は
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
議
論
を
回
避
す
る
う
え
で
、
当
該
事
件
の
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
内
に
お
い
て
い
ず
れ
も
同
じ

指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
当
事
者
に
よ
る
選
択
法
と
法
廷
地
法
間
で
競
合
す
る
場
合
に
は
、
本
規
則
第
九
条
よ
り
も
む
し
ろ
本
規
則
第
三

条
第
三
項
に
従
い
解
決
す
る
こ
と
を
提
案
さ
れ
る
。

「
論
点
は
お
そ
ら
く
「
ロ
ー
マ
Ⅰ
」
規
則
第
九
条
か
ら
同
第
三
条
第
三
項
に
置
き
換
え
ら
れ
る
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
本
規
則
第
九
条
に
定

め
る
強
行
法
規
の
定
義
は
、
も
っ
ぱ
ら
契
約
の
範
疇
（une catégorie de contactants

）
を
保
護
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
強
行
法
規

適
用
の
理
由
（la raison d’être

）
を
定
め
る
条
文
に
適
合
す
る
も
の
で
は
な
く
、
強
行
法
規
を
行
使
す
る
よ
う
命
じ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
代

え
て
、
当
事
者
に
よ
り
選
択
さ
れ
た
法
と
法
廷
地
法
間
で
「
競
合
」
す
る
場
合
、
た
と
え
い
ず
れ
の
法
も
同
じ
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
と
主
張
さ
れ
て
い
て
も
、
我
々
は
、「
法
選
択
さ
れ
た
国
以
外
の
一
ヶ
国
に
所
在
す
る
場
合
、
そ
の
国
の
法
の
中
で
当
事
者
に
よ
る
別
段
の
合
意

の
許
さ
れ
な
い
規
定
は
、
当
事
者
に
よ
る
法
選
択
に
よ
っ
て
も
、
適
用
を
妨
げ
ら
れ
な
い
」
と
定
め
る
同
規
則
第
三
条
第
三
項
に
従
い
（
法
廷
地
法

の
適
用
を
）
認
め
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
裁
判
官
を
か
き
立
て
て
い
る
実
質
法
的
正
義
に
対
す
る
憂
慮
は
、
も
っ
と
も
国
際
秩
序
に
お
け
る
強
行
法
規
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
最

終
的
に
濫
用
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
な
く
、
そ
の
う
え
不
必
要
に
複
雑
な
推
論
が
行
わ
れ
た
後
に
説
明
を
見
出
す
こ
と
で
あ
る
。」（

（（
（

以
上
が
、N

ourissat

教
授
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
に
対
す
る
評
価
の
概
要
で
あ
る
。
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四　

結
び
に
代
え
て

1　

小
稿
の
要
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。U

nam
ar

事
件
で
提
起
さ
れ
た
中
心
的
論
点
は
、
Ｅ
Ｃ
指
令
に
定
め
ら
れ
た
最
低
限
の
保
護

よ
り
も
よ
り
大
き
な
保
護
を
商
事
代
理
人
に
与
え
る
法
廷
地
の
同
法
律
が
、
Ｅ
Ｃ
指
令
に
よ
り
最
低
限
の
保
護
が
定
め
ら
れ
て
い
る
当
事

者
に
よ
り
選
択
さ
れ
た
ブ
ル
ガ
リ
ア
商
法
に
優
先
し
て
適
用
さ
れ
る
か
否
か
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
い
に
つ
い
て
、
本
件
先
行
判
決
は
肯
定

説
を
採
っ
た
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
本
判
決
の
概
要
を
紹
介
し
た
。
次
に
、
本
判
決
に
対
し
て
批
判
的
検
討
を
行
うN

ourissat

教
授
の
評

釈
を
紹
介
し
た
。

こ
こ
に
み
た
よ
う
に
、
本
判
決
で
は
、
付
託
裁
判
所
が
、
Ｅ
Ｃ
指
令
の
国
内
法
化
に
お
い
て
、
同
指
令
に
定
め
ら
れ
た
保
護
よ
り
も
よ

り
大
き
な
保
護
を
商
事
代
理
人
に
与
え
る
こ
と
が
、
法
廷
地
加
盟
国
の
法
秩
序
に
お
い
て
法
廷
地
加
盟
国
の
議
会
が
重
要
で
あ
る
と
判
断

す
る
詳
細
な
評
価
に
基
づ
い
て
明
ら
か
に
す
る
場
合
に
限
り
、
法
廷
地
法
は
強
行
的
な
性
質
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
同
指
令
に
よ
り
最
低

限
の
保
護
が
定
め
ら
れ
て
い
る
当
事
者
に
よ
り
選
択
さ
れ
た
法
に
優
先
し
て
強
行
的
に
適
用
さ
れ
る
、
と
い
う
法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用

可
否
の
決
定
基
準
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
基
準
に
従
え
ば
、
ベ
ル
ギ
ー
議
会
に
よ
り
、
同
法
律
が
同
指
令
に
定
め
ら
れ
た
保
護
よ
り
も
よ
り

大
き
な
保
護
を
商
事
代
理
人
に
与
え
る
こ
と
が
ベ
ル
ギ
ー
の
法
秩
序
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
法
廷
地
法
で
あ

る
同
法
律
の
適
用
が
認
め
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
当
事
者
に
よ
り
選
択
さ
れ
た
強
行
規
定
よ
り
も
よ
り
大
き
な
保
護
を
与
え
る
強
行
性
の
高

い
強
行
規
定
で
あ
る
場
合
、
法
廷
地
の
強
行
規
定
は
当
事
者
自
治
原
則
に
優
先
し
て
強
行
的
に
適
用
さ
れ
る
と
い
う
強
行
法
規
の
特
別
連

結
論
を
採
用
す
る
判
断
が
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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な
お
、
こ
の
判
決
に
対
し
て
は
、N

ourissat

教
授
に
よ
り
数
々
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
判
旨
が
示
し
た
こ
の
決
定
基
準
は

決
し
て
明
確
な
も
の
と
は
い
え
ず
、
結
局
の
と
こ
ろ
強
行
法
規
性
の
認
否
に
つ
い
て
は
付
託
裁
判
所
に
判
断
を
委
ね
て
い
る
に
過
ぎ
な
い

も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
判
旨
の
法
律
構
成
は
不
十
分
で
あ
り
、
法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用
根
拠
と
な
る
同
法
律
の
強
行
的
な

性
質
の
有
無
に
係
わ
る
判
断
基
準
に
つ
い
て
も
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
同
教
授
は
、
商
事
代
理
人
契
約
に
つ
い
て
、
当
事
者
自
治
の
原
則

と
い
う
双
方
的
抵
触
規
定
を
適
用
し
つ
つ
強
行
法
規
の
特
別
連
結
論
の
構
成
を
採
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
当
裁
判
所
が
意
図
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
法
律
構
成
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
同
法
律
の
強
行
法
規
性
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
先
例
及
び
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則

第
九
条
一
項
に
明
示
さ
れ
る
強
行
法
規
の
定
義
に
従
い
判
断
さ
れ
る
。
同
条
項
に
よ
れ
ば
、「
政
治
的
、
社
会
的
又
は
経
済
的
組
織
な
ど

の
公
的
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
国
家
に
よ
り
遵
守
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
」
と
み
な
さ
れ
る
場
合
、
強
行
的
な
性
質
を
有
す
る
こ
と
か

ら
、「
絶
対
的
強
行
規
定
」
と
し
て
適
用
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
強
行
法
規
が
「
公
的
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
」
国
家
に
よ
り
遵
守
が
極

め
て
重
要
で
あ
る
と
い
う
以
上
、
商
事
代
理
人
の
保
護
と
い
っ
た
私
的
利
益
を
保
護
す
る
よ
う
な
規
定
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
す

べ
き
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
点
に
つ
い
て
判
旨
は
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
ベ
ル
ギ
ー
議
会
に
よ
れ
ば
、
同
法
律
が

「
と
り
わ
け
本
人
に
よ
り
契
約
が
解
除
さ
れ
た
場
合
に
商
事
代
理
人
を
よ
り
保
護
す
る
構
造
が
『
公
的
利
益
』
を
保
護
す
る
た
め
に
『
極

め
て
重
要
』
で
あ
る
と
明
ら
か
に
し
て
い
る
」
こ
と
か
ら
、
同
法
律
は
強
行
的
な
性
質
を
有
す
る
も
の
と
し
て
強
行
法
規
と
し
て
適
用
さ

れ
る
も
の
と
解
さ
れ
よ
う
。

2　

そ
れ
な
ら
ば
、
わ
が
国
に
お
け
る
法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
う
え
で
、
本
件
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
判
決
か

ら
ど
の
よ
う
な
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
わ
が
国
で
は
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
ロ
ー
マ
条
約
又
は
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
に
み
ら
れ
る
強
行
法

規
に
関
す
る
規
定
は
通
則
法
に
設
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
解
釈
論
と
し
て
特
別
連
結
理
論
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
を
は
じ
め
と
す
る



二
四
一

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
事
代
理
人
契
約
法
に
お
け
る
法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
（
金
）

諸
外
国
に
お
い
て
は
商
事
代
理
人
を
保
護
す
る
特
別
規
定
が
制
定
さ
れ
て
お
り
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
商
法
改
正
に
お
い
て
代
理
商
に

つ
き
Ｅ
Ｕ
諸
国
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
商
事
代
理
人
を
保
護
す
る
規
定
の
制
定
が
見
込
ま
れ
る（

（（
（

。
そ
こ
で
、
将
来
的
な
紛
争
と
し
て
、
わ
が

国
を
法
廷
地
と
し
、
い
ず
れ
も
商
事
代
理
人
を
保
護
す
る
強
行
規
定
を
有
す
る
場
合
に
、
準
拠
法
と
し
て
選
択
さ
れ
た
外
国
法
に
優
先
し

て
わ
が
国
の
強
行
規
定
が
適
用
さ
れ
る
か
否
か
と
い
う
想
定
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
わ
が
国
の
法
が
選
択
さ
れ
た
外
国
強
行

規
定
よ
り
も
よ
り
大
き
な
保
護
を
与
え
る
強
行
性
の
高
い
強
行
規
定
で
あ
る
場
合
、
当
事
者
自
治
原
則
に
優
先
し
て
強
行
的
に
適
用
さ
れ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
当
事
者
自
治
の
原
則
と
い
う
通
常
の
連
結
に
優
先
し
て
よ
り
強
行
性
の
高
い
法
廷
地
強
行
法
規
が

特
別
連
結
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
特
別
法
は
一
般
法
に
優
先
す
る
」
と
い
う
原
則
に
基
づ
く
説
明
が
可
能
と
な
ろ
う（

（（
（

。

3　

勿
論
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
と
い
う
特
殊
な
体
制
を
有
す
る
Ｅ
Ｕ
と
わ
が
国
と
の
法
制
に
つ
い
て
は
次
元
を
異
に
す
る
こ
と
か
ら
、
本

判
決
が
わ
が
国
に
お
い
て
必
ず
し
も
直
接
有
効
な
解
決
策
を
明
示
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
同
様
の
場
面
に
お
い
て
、
法
廷
地
強

行
法
規
の
適
用
可
否
に
つ
き
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
の
検
討
が
少
し
で
も
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。（

1
）
当
事
者
自
治
の
原
則
に
対
す
る
制
限
論
と
し
て
、
質
的
制
限
説
、
量
的
制
限
説
、
法
律
回
避
に
よ
る
制
限
説
の
ほ
か
、
公
法
の
属
地
的
適
用
理
論
、

公
序
論
そ
し
て
強
行
法
規
の
特
別
連
結
理
論
な
ど
が
あ
る
。
近
時
の
国
際
私
法
立
法
に
お
い
て
は
、
強
行
法
規
の
特
別
連
結
理
論
を
採
用
す
る
傾

向
に
あ
り
、
わ
が
国
で
も
、
桑
田
三
郎
先
生
が
最
初
に
紹
介
さ
れ
（
桑
田
三
郎
「
国
際
私
法
に
お
け
る
強
行
的
債
務
法
の
連
結
問
題
」（
法
学
新
法
、

五
九
巻
一
一
号
、
一
九
五
二
年
）
五
〇
頁
以
下
参
照
）、
解
釈
論
と
し
て
こ
の
理
論
を
支
持
す
る
見
解
が
有
力
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
折
茂
豊
「
当
事
者
自
治
の
原
則
」（
創
文
社
、
一
九
七
〇
年
）
一
二
七
─
二
八
五
頁
、
井
之
上
宣
信
「
国
際
私

法
に
お
け
る
特
別
連
結
理
論
に
つ
い
て
」（
高
岡
法
学
、
創
刊
号
）
二
六
七
─
三
〇
二
頁
、
佐
藤
や
よ
ひ
「
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
の
『
強
行
法
規
の
特
別

連
結
理
論
』
に
つ
い
て
」（
甲
南
法
学
、
第
三
七
巻
四
号
、
一
九
九
七
年
）
一
三
九
頁
、
山
田
鐐
一
『
国
際
私
法
（
第
三
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
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二

四
年
）
三
一
八
─
三
二
五
頁
、
溜
池
良
夫
『
国
際
私
法
講
義
（
第
三
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
年
）
三
五
五
─
三
六
三
頁
、
横
溝
大
「
国
際
私

法
の
範
囲
」（
櫻
田
嘉
章
・
道
垣
内
正
人
編
『
注
釈
国
際
私
法
（
第
一
巻
）』
三
四
─
四
五
頁
、
中
西
康
・
北
澤
安
紀
・
横
溝
大
・
林
貴
美
『
国
際

私
法
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
四
年
）
一
三
一
─
一
四
六
頁
、
出
口
耕
自
『
論
点
講
義　

国
際
私
法
』（
法
学
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
二
三
一
─
一
三

八
頁
等
参
照
。 

（
2
）
消
費
者
契
約
及
び
労
働
契
約
に
つ
い
て
は
、
契
約
債
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
一
九
八
〇
年
七
月
一
九
日
の
ロ
ー
マ
条
約
（
以
下
、「
ロ
ー
マ
条
約
」

と
略
記
）
第
五
条
及
び
第
六
条
の
ほ
か
、
ス
イ
ス
国
際
私
法
第
一
二
〇
条
及
び
第
一
二
一
条
（
ス
イ
ス
連
邦
の
国
際
私
法
に
関
す
る
一
九
八
七
年

一
二
月
一
八
日
の
連
邦
法
（Bundesgesetz vom

 18. D
ezem

ber 1987 über das Internationale Privatrecht （IPRG

）; Loi fédérale du 
18 décem

bre 1987 sur le droit international privé （LD
IP

）; Legge federale del 18 dicem
bre 1987 sul diritto internazionale 

private （LD
IP

））（BB1
（1983

─I

）263; FF

（1983

─I

）255; Ffi

（1983

─I

）239

）、大
韓
民
国
国
際
私
法
第
二
七
条
及
び
第
二
八
条
（
二
〇
〇
一
・

四
・
七
法
律
第
六
四
六
五
号
）
な
ど
各
国
の
国
内
立
法
に
お
い
て
も
独
立
抵
触
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
通
則
法
第
一
一

条
及
び
第
一
二
条
に
同
様
の
特
則
を
設
け
て
い
る
。

（
3
）
す
な
わ
ち
、本
人
と
商
事
代
理
人
と
の
間
に
対
等
な
関
係
が
成
立
す
る
場
合
（
契
約
条
件
に
つ
い
て
交
渉
す
る
余
地
が
あ
る
場
合
）
は
別
と
し
て
、

商
事
代
理
人
が
本
人
に
従
属
し
て
い
る
場
合
、
商
事
代
理
人
契
約
の
成
立
お
よ
び
効
力
の
準
拠
法
決
定
に
あ
た
っ
て
、
当
事
者
自
治
を
そ
の
ま
ま

認
め
ず
、
商
事
代
理
人
に
実
質
法
上
の
保
護
を
も
た
ら
す
余
地
を
残
し
た
抵
触
法
的
構
成
を
工
夫
す
る
立
場
で
あ
る
。
例
え
ば
、
商
品
の
所
有
権

を
独
立
し
て
取
得
し
な
い
商
事
代
理
人
が
、
本
人
に
よ
る
商
品
供
給
の
停
止
又
は
終
了
に
よ
り
、
顧
客
の
減
少
又
は
喪
失
と
い
う
点
で
不
利
益
を

被
る
な
ど
、
商
事
代
理
人
が
本
人
に
対
し
て
経
済
的
に
も
法
的
に
も
従
属
し
て
い
る
場
合
が
そ
う
で
あ
る
。
商
事
代
理
人
が
本
人
に
対
し
経
済
的

に
従
属
す
る
状
況
に
つ
い
て
は
、
北
川
俊
光
・
柏
木
昇
『
国
際
取
引
法
（
第
2
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
年
）
一
五
三
頁
以
下
参
照
。

（
4
）
代
理
商
に
つ
い
て
、
①
定
義
を
明
示
し
、
ま
た
代
理
商
を
保
護
す
る
傾
向
に
あ
る
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
代
理
商
保
護
法
を
参
考
に
②
契
約
期
間
中
の
競

業
禁
止
義
務
と
契
約
終
了
後
の
競
業
禁
止
特
約
及
び
③
代
理
商
契
約
の
終
了
と
補
償
請
求
権
に
関
す
る
規
定
の
立
案
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
洲
崎

博
史
「
報
告
Ⅳ
代
理
商
・
仲
立
人
・
問
屋
─
取
引
仲
介
業
の
規
制
」N

BL
『
商
法
の
改
正
』N

o. 935

（
二
〇
一
〇・八・一
五
）
三
三
頁
以
下
参
照
。

（
5
）
な
お
、
近
年
の
国
内
事
例
に
お
い
て
は
積
極
的
に
代
理
商
を
保
護
す
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
販
売
店
・
代
理
店
が
保
護
さ
れ
た

主
な
国
内
事
例
と
し
て
、
①
「
ノ
エ
ビ
ア
事
件
」（
東
京
高
判
平
成
一
四
・
一
二
・
五
判
タ
一
一
三
九
号
一
五
四
頁
）
及
び
②
「
新
聞
販
売
店
契
約

の
更
新
拒
絶
事
件
」（
福
岡
高
判
平
成
一
九
・
六
・
一
九
判
タ
一
二
六
五
号
二
五
三
頁
）
等
が
あ
る
。
①
の
評
釈
・
検
討
に
つ
い
て
は
、
金
井
貴
嗣



二
四
三

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
事
代
理
人
契
約
法
に
お
け
る
法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
（
金
）

「
継
続
的
契
約
の
解
除
が
不
当
な
取
引
拒
絶
に
あ
た
る
と
さ
れ
た
事
例
─
ノ
エ
ビ
ア
化
粧
品
（
株
）
事
件
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
四
四
号
二
七
四
頁
、

髙
田
淳
「
連
鎖
販
売
取
引
の
販
売
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
化
粧
品
を
販
売
す
る
会
社
が
、
そ
の
傘
下
の
販
売
会
社
と
の
販
売
業
務
委
託
契
約
を
解
除
し

た
こ
と
が
、
独
占
禁
止
法
一
九
条
あ
る
い
は
そ
の
趣
旨
に
反
し
、
著
し
く
信
義
則
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
不
法
行
為
を
構
成
す
る
と
さ
れ
た

事
例
─
ノ
エ
ビ
ア
化
粧
品
事
件
控
訴
審
判
決
」
法
学
新
報
一
一
一
［
一
一
・
一
二
］（
二
〇
〇
五
）
二
六
九
─
三
二
九
頁
等
参
照
。
②
の
評
釈
・
検

討
に
つ
い
て
は
、
髙
田
淳
「
最
新
判
例
演
習
室 

民
法 

継
続
的
な
売
買
契
約
に
お
け
る
更
新
拒
絶
─
─
福
岡
高
判
平
成
一
九
・
六
・
一
九
」
法
学

セ
ミ
ナ
ー
五
二
巻
一
二
号
一
一
九
頁
（
二
〇
〇
七
・
一
二
）、
谷
江
陽
介
「
代
理
店
・
特
約
店
契
約
の
更
新
拒
絶
─
新
聞
販
売
契
約
の
更
新
拒
絶
判

決
を
契
機
と
し
て
」
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
二
二
七
号
（
二
〇
〇
八
）
五
三
七
─
五
七
〇
頁
等
参
照
。

（
6
）Council D

irective 86/653/EEC of 18 D
ecem

ber 1986 on the coordination of the law
s of the M

em
ber States relating to 

self-em
ployed com

m
ercial agents

（O
ffi

cial Journal L 382, 31/12/1986 pp. 17

─21, T
he E

uropean U
nion O

n-Line, Case law
/ 

http://curia.europa.eu/jurisp/cgi-binform
.pl?lang=en

）. 

（
7
）
本
条
約
は
、
一
九
七
八
年
三
月
一
四
日
に
締
結
、
一
九
九
二
年
五
月
一
日
に
発
効
。CO

N
V

EN
T

IO
N

 O
N

 T
H

E LA
W

 A
PPLICA

BLE 
T

O
 A

GEN
CY

, CO
N

V
EN

T
IO

N
 SU

R LA
 LO

I A
PPLICA

BLE A
U

X
 CO

N
T

RA
T

S D
’IN

T
ERM

ED
IA

IRES ET
 A

 LA
 

REPRESEN
T

A
T

IO
N

, H
ague Conference on Private International Law

, http://w
w

w
.hcch.net.;  

現
時
点
の
締
約
国
は
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
そ
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
四
ヶ
国
で
、
わ
が
国
は
批
准
し
て
い
な
い
。

（
8
）
契
約
債
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
二
〇
〇
八
年
六
月
一
七
日
の
欧
州
議
会
及
び
理
事
会
Ｅ
Ｃ
規
則
二
〇
〇
八
年
度
五
九
三
号
（JO

L177, p. 6

）。

本
規
則
は
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
八
日
以
降
に
締
結
さ
れ
た
契
約
に
対
し
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
以
外
の
Ｅ
Ｕ
構
成
国
に
お
い
て
、
ロ
ー
マ
条
約
に
代

え
て
適
用
さ
れ
る
。
本
規
則
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
高
橋
宏
司
「
契
約
債
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
欧
州
議
会
及
び
理
事
会
規
則
（
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
）

─
─
四
つ
の
視
点
か
ら
の
ロ
ー
マ
条
約
と
の
比
較
」
国
際
私
法
年
報
一
三
号
二
〇
一
一
年
二
頁
、
杉
浦
保
友
「
契
約
債
務
に
適
用
さ
れ
る
法
に
関

す
る
欧
州
議
会
お
よ
び
理
事
会
規
則
（Rom

e I

）（
最
終
草
案
全
文
訳
）〔
翻
訳
〕」BLJ O

nline

等
参
照
。

（
9
）“Ingm

ar GB Ltd v. Eaton Leonard T
echnologies Inc.”

（Case C
─381/98

）, Court of Justice of the European Com
m

unities

（Fifth Cham
ber

）, 9 N
ov. 2000. 

本
件
で
提
起
さ
れ
た
中
心
的
論
点
は
、
商
事
代
理
人
契
約
に
つ
い
て
当
事
者
自
治
原
則
に
基
づ
き
準
拠
法
と

さ
れ
た
第
三
国
法
で
あ
る
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
の
適
用
に
代
え
て
、
商
事
代
理
人
保
護
に
関
す
る
Ｅ
Ｃ
指
令
を
国
内
法
化
し
た
連
合
王
国
の

規
則
一
七
条
及
び
第
一
八
条
が
強
行
規
定
と
し
て
優
先
的
に
適
用
さ
れ
る
か
否
か
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
い
に
つ
い
て
、
本
件
判
決
は
肯
定
説
を



二
四
四

採
っ
た
。

（
10
）
わ
が
国
に
お
い
て
イ
ン
グ
マ
ー
ル
判
決
に
つ
き
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
、
拙
稿
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
私
法
に
お
け
る
商
事
代
理
人
契
約
の
準
拠

法
に
つ
い
て
─
─
Ｅ
Ｃ
裁
判
所
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
九
日
判
決
「
イ
ン
グ
マ
ー
ル
事
件
」
の
検
討
─
─
」（『
大
学
院
研
究
年
報
』、
第
三
五
号
、
法

学
研
究
科
篇
、
中
央
大
学
、
二
〇
〇
五
年
）
二
五
一
頁
の
他
、
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
デ
ル
ナ
ー
（
山
内
惟
介
訳
）「
第
四
章
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
国
際
私

法
の
史
的
展
開
と
現
状
」『
ド
イ
ツ
民
法
・
国
際
私
法
論
集
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
三
年
）
七
九
頁
、
今
野
裕
之
・
桑
原
康
行
「
代
理
商

指
令
の
国
際
的
強
行
法
規
制
」（『
国
際
商
事
法
務
』
三
二
巻
一
一
号
、
二
〇
〇
四
年
）
一
五
三
〇
頁
及
び
新
川
量
子
「
国
際
私
法
に
お
け
る
絶
対

的
強
行
法
規
と
「
法
の
同
化
」
の
限
界
」（
カ
ー
ル
・
リ
ー
ゼ
ン
フ
ー
バ
ー
、
高
山
佳
奈
子
編
『
法
の
同
化
─
─
そ
の
基
礎
、
方
法
、
内
容　

ド
イ

ツ
か
ら
の
見
方
と
日
本
か
ら
の
見
方
』D

e Gruyter Recht, 

二
〇
〇
七
年
）
四
〇
七
頁
が
あ
る
。

（
11
）‘U

nited A
ntw

erp M
aritim

e A
gencies

（U
nam

ar

）NV
 contre N

avigation M
aritim

e Bulgare’

（C

─184/12

）, A
rrêt de la cour

（troisiém
e cham

bre

） 17 octobre 2013.

（
12
）N

ourissat, Cyril: D
e l’art délicat de m

anier les lois de police en présence d’un contrat d'agence com
m

erciale intra-européen…
, 

La Sem
aine Juridique - édition générale 2013 nº 49 pp. 2222

─2226 （FR

）. 

（
13
）O

ffi
cial Journal L382, 31/12/1986, pp. 17

─21. 

（
14
）D

V
 N

o 59 of 21 July 2006.

（
15
）La loi du 13 avril 1995 relative au contrat d’agence com

m
erciale （M

oniteur belge du 2 juin 1995, p. 15621, ci-après la 

《loi 
relative au contrat d’agence com

m
erciale

》）.

（
16
）
商
事
代
理
人
契
約
に
関
す
る
一
九
九
五
年
四
月
一
三
日
の
法
律
第
一
八
条
第
三
項
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。「
同
第
一
九
条
第
一
項
で
述
べ
る

理
由
の
一
つ
を
参
照
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
は
第
一
項
の
第
二
号
に
規
定
さ
れ
た
告
知
を
す
る
こ
と
な
く
契
約
を
終
了
す
る
当
事
者
は
他
方
当
事

者
に
対
し
、
通
常
告
知
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
た
場
合
ま
た
は
そ
の
よ
う
な
告
知
期
間
が
知
ら
さ
れ
て
い
た
場
合
の
報
酬
に
相
当
す
る
賠
償
金
を

支
払
う
義
務
を
負
う
。」

（
17
）
同
法
律
第
二
〇
条
第
一
項
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。「
契
約
終
了
後
、
商
事
代
理
人
は
、
本
人
に
新
規
顧
客
を
開
拓
し
た
か
ま
た
は
既
存
の
顧

客
と
の
取
引
を
著
し
く
促
進
さ
せ
た
場
合
、
本
人
が
か
か
る
顧
客
と
の
取
引
か
ら
引
き
続
き
相
当
な
利
益
を
得
て
い
る
限
り
、
補
償
金
・
の
れ
ん

補
償
（une indem

nité d’éviction/ a goodw
ill indem

nity

）
を
得
る
権
利
を
有
す
る
。」



二
四
五

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
事
代
理
人
契
約
法
に
お
け
る
法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
（
金
）

（
18
）
同
法
律
第
二
一
条
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
商
事
代
理
人
が
同
法
律
第
二
〇
条
に
従
い
補
償
を
得
る
権
利
を
有
し
か
つ
か
か
る
補
償
額
が
商
事

代
理
人
が
実
際
に
被
っ
た
損
害
を
十
分
に
補
償
し
て
い
な
い
限
り
に
お
い
て
、
商
事
代
理
人
は
、
請
求
し
た
損
害
の
実
際
の
程
度
を
証
明
す
る
こ

と
を
条
件
と
し
て
、
か
か
る
補
償
金
に
加
え
、
実
際
に
被
っ
た
損
害
の
額
と
か
か
る
補
償
金
の
差
額
の
合
計
に
基
づ
い
て
損
害
賠
償
金
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
。」

（
19
）
同
法
律
第
一
条
の
第
一
文
は
商
事
代
理
人
契
約
に
つ
い
て
Ｅ
Ｃ
指
令
第
一
条
と
同
様
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。「
商
事
代
理
人
契
約
は
一
方
当
事

者
で
あ
る
商
事
代
理
人
と
他
方
当
事
者
で
あ
る
本
人
に
よ
る
合
意
で
あ
り
、
商
事
代
理
人
は
、
本
人
か
ら
報
酬
を
受
け
取
り
、
本
人
に
従
属
す
る

こ
と
な
く
、
本
人
の
代
理
で
か
つ
本
人
の
名
前
で
取
引
の
交
渉
お
よ
び
決
定
を
な
し
得
る
権
限
を
継
続
し
て
有
す
る
。」

（
20
）
同
法
律
第
二
七
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。「
ベ
ル
ギ
ー
が
締
約
国
と
な
っ
て
い
る
国
際
条
約
の
適
用
に
よ
れ
ば
、
事
業
の
主
た
る
場
所
が
ベ

ル
ギ
ー
で
あ
る
商
事
代
理
人
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
は
ベ
ル
ギ
ー
法
に
よ
り
規
律
さ
れ
か
つ
ベ
ル
ギ
ー
裁
判
所
に
管
轄
権
を
有
す
る
。」

（
21
）
「
強
行
法
規
（lois de police
）」
と
い
う
表
題
が
付
い
た
ロ
ー
マ
条
約
第
七
条
は
次
の
よ
う
に
定
め
る
。「
第
一
項　

本
条
約
に
基
づ
い
て
あ
る

国
の
法
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
事
案
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
他
国
の
法
の
絶
対
的
強
行
規
定
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
そ
の
他
国
の
法
に

よ
り
い
か
な
る
法
が
契
約
準
拠
法
と
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
他
国
の
法
律
に
よ
っ
て
常
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
き
に
は
、

こ
れ
に
効
果
を
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
絶
対
的
強
行
規
定
に
効
力
を
付
与
す
る
か
否
か
の
判
断
に
お
い
て
は
、
そ
の
性
質
、
目
的
及
び

そ
の
規
定
の
適
用
ま
た
は
不
適
用
か
ら
生
じ
る
結
果
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
二
項　

本
条
約
の
規
定
は
、法
廷
地
の
規
定
で
あ
っ

て
、
契
約
準
拠
法
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
事
案
を
強
行
的
に
規
律
す
る
も
の
の
適
用
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。」

（
22
）
「
準
拠
法
選
択
の
自
由
」
と
い
う
表
題
が
付
い
た
ロ
ー
マ
条
約
第
三
条
は
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

「
第
一
項　

契
約
は
、
当
事
者
の
選
択
し
た
法
に
規
律
さ
れ
る
。
そ
の
選
択
は
、
明
示
的
に
な
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
契
約
文
言
若
し
く
は
事
案

の
状
況
か
ら
相
当
の
確
実
性
を
も
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
当
事
者
は
、
自
ら
の
選
択
に
よ
り
、
契
約

全
体
ま
た
は
契
約
の
一
部
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
法
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
項　

当
事
者
は
、
こ
の
条
に
基
づ
い
て
行
っ
た
法
選
択
に

よ
り
又
は
こ
の
条
の
他
の
条
に
よ
り
契
約
を
規
律
す
べ
き
と
さ
れ
た
法
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
い
つ
で
も
、
契
約
が
こ
れ
と
は
異
な
る
法
に

服
す
る
よ
う
に
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
契
約
の
締
結
後
に
な
さ
れ
た
当
事
者
に
よ
る
準
拠
法
の
変
更
は
、
第
九
条
に
定
め
る
方
式
上
の
有
効

性
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
第
三
者
の
権
利
を
害
す
る
も
の
で
も
な
い
。 

第
三
項　

当
事
者
に
よ
る
外
国
法
の
選
択
は
、
外
国
裁

判
所
へ
の
管
轄
合
意
を
伴
う
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
選
択
の
当
時
、
当
該
事
案
に
関
す
る
そ
の
他
一
切
の
要
素
が
あ
る
一
国
の
み
に
関
連
し
て
い



二
四
六

る
場
合
に
は
、
そ
の
国
の
法
に
よ
れ
ば
契
約
に
よ
っ
て
排
除
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
よ
う
な
規
定
（
以
下
「
絶
対
的
強
行
規
定
」
と
い
う
。）
の

適
用
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。 

第
四
項　

準
拠
法
選
択
に
関
す
る
当
事
者
の
合
意
の
成
立
及
び
有
効
性
は
、
第
八
条
、
第
九
条
及
び
第
一
一
条

の
規
定
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
。」

（
23
）
一
審
及
び
控
訴
審
に
お
い
て
審
議
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
な
か
っ
た
裁
判
管
轄
権
の
問
題
に
つ
い

て
、判
旨
は
当
裁
判
所
の
裁
判
管
轄
権
を
肯
定
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、第
一
に
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
は
第
一
議
定
書
に
基
づ
く
ロ
ー

マ
条
約
に
関
す
る
先
行
判
決
の
本
請
求
に
つ
い
て
規
律
す
る
裁
判
管
轄
を
有
す
る
。
同
議
定
書
第
二
条
ａ
項
に
よ
れ
ば
、ベ
ル
ギ
ー
破
毀
院
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
に
先
行
判
決
を
請
求
す
る
権
利
を
有
す
る
。
第
二
に
、
ベ
ル
ギ
ー
が
締
約
国
と
な
っ
て
い
る
国
連
条
約
第
二
条
第
三
項
の
適

用
に
よ
れ
ば
、
ベ
ル
ギ
ー
裁
判
所
に
か
か
る
紛
争
を
解
決
す
る
裁
判
管
轄
権
が
認
め
ら
れ
る
。（
第
二
七
判
示
事
項
参
照
）

（
24
）
本
件
は
貨
物
運
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
商
事
代
理
人
契
約
に
係
わ
る
事
例
で
あ
っ
た
が
、
動
産
売
買
契
約
の
場
合
と
同
様
に
Ｅ
Ｃ
指
令
の
規
定
が

適
用
さ
れ
る
。
Ｅ
Ｃ
指
令
の
規
定
の
適
用
に
関
わ
る
方
針
に
つ
い
て
、
ベ
ル
ギ
ー
議
会
は
Ｅ
Ｃ
指
令
の
規
定
を
国
内
法
化
す
る
際
、
動
産
売
買
契

約
及
び
貨
物
運
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
い
ず
れ
に
も
同
規
定
を
適
用
す
る
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
議
会
も
ま
た
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
法
が
Ｙ
社
の
海
上
代
理
人
で

あ
る
Ｘ
社
に
同
指
令
の
保
護
を
与
え
る
も
の
と
し
て
貨
物
運
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
商
事
代
理
人
契
約
に
同
指
令
を
適
用
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。

（
第
三
〇
判
示
事
項
参
照
）

（
25
）
Ｅ
Ｃ
指
令
第
一
条
第
二
項
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。「
第
二
項　

本
指
令
の
目
的
に
つ
い
て
、「
商
事
代
理
人
」
は
固
有
の
事
業
を
営
む
仲
介

者
を
意
味
し
、
他
者
、
以
降
「
本
人
」
と
い
う
、
の
代
理
で
商
品
の
売
買
交
渉
を
行
い
、
ま
た
は
、
本
人
の
代
理
お
よ
び
そ
の
名
で
か
か
る
取
引

の
交
渉
お
よ
び
決
定
を
行
う
権
限
を
継
続
し
て
有
す
る
者
を
い
う
。」

（
26
）
商
事
代
理
人
契
約
に
関
す
る
ベ
ル
ギ
ー
法
第
一
条
の
第
一
文
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。「
商
事
代
理
人
契
約
は
一
方
当
事
者
で
あ
る
商
事
代
理

人
と
他
方
当
事
者
で
あ
る
本
人
に
よ
る
合
意
で
あ
り
、
商
事
代
理
人
は
、
本
人
か
ら
報
酬
を
受
け
取
り
、
本
人
に
従
属
す
る
こ
と
な
く
、
本
人
の

代
理
で
か
つ
本
人
の
名
前
で
取
引
の
交
渉
お
よ
び
決
定
を
行
う
権
限
を
継
続
し
て
有
す
る
。」

（
27
）
Ｅ
Ｃ
指
令
第
一
条
第
一
項
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。「
第
一
項　

本
指
令
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
統
一
の
方
策
は
、
商
事
代
理
人
と
そ
の
本
人

と
の
関
係
を
規
律
す
る
加
盟
諸
国
の
法
、
規
則
及
び
行
政
条
項
に
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

（
28
）
Ｅ
Ｃ
指
令
前
文
の
第
二
の
理
由
付
け
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
（
前
掲
注（
10
））
二
五
三
─
二
五
四
頁
参
照
。

（
29
）
拙
稿
（
前
掲
注（
10
））
二
五
六
頁
参
照
。



二
四
七

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
事
代
理
人
契
約
法
に
お
け
る
法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
（
金
）

（
30
）
「
38　

ま
た
、
確
立
し
た
判
例
（une jurisprudence établie/ settled case-law

）
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
と
り
わ
け
、
商
事
代
理
人
契

約
を
法
律
上
有
効
と
す
る
た
め
に
所
定
の
登
記
簿
に
商
事
代
理
人
の
登
録
を
行
う
国
内
規
定
は
、
異
な
る
加
盟
国
に
お
け
る
当
事
者
の
商
事
代
理

人
契
約
の
締
結
お
よ
び
運
用
を
著
し
く
妨
げ
る
性
質
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
Ｅ
Ｃ
指
令
の
目
的
（finalités

）
に
反
す
る

も
の
で
あ
る
（
そ
の
趣
旨
に
つ
い
て
、Bellone

事
件
第
一
七
判
示
事
項
参
照
）。」
こ
の
よ
う
に
、
判
例
に
よ
れ
ば
、
所
定
の
登
記
簿
に
商
事
代
理

人
の
登
録
を
行
う
国
内
規
定
は
異
な
る
加
盟
国
に
お
け
る
商
事
代
理
人
契
約
の
締
結
及
び
運
用
を
著
し
く
妨
げ
、
Ｅ
Ｃ
指
令
の
目
的
に
反
す
る
こ

と
か
ら
、
Ｅ
Ｃ
指
令
の
適
用
に
よ
り
商
取
引
の
安
全
が
図
ら
れ
て
い
る
。

（
31
）
Ｅ
Ｃ
指
令
第
一
七
条
は
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

「
第
一
項　

加
盟
国
は
、
商
事
代
理
人
が
代
理
権
付
与
契
約
終
了
後
、
第
二
項
に
従
い
補
償
さ
れ
ま
た
は
第
三
項
に
従
い
損
害
を
賠
償
さ
れ
る

よ
う
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
二
項 

⒜
商
事
代
理
人
は
次
の
場
合
に
補
償
を
得
る
権
利
を
有
す
る
。
─
商
事
代
理
人
が
本

人
に
新
規
顧
客
（custom

ers
）
を
開
拓
し
た
か
ま
た
は
既
存
の
顧
客
と
の
取
引
を
著
し
く
促
進
さ
せ
、
し
か
も
、
本
人
が
か
か
る
顧
客
と
の
取

引
か
ら
引
き
続
き
相
当
な
利
益
を
得
て
い
る
場
合
で
あ
り
、
か
つ
─
当
該
補
償
金
の
支
払
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
情
、
特
に
、
商
事
代
理
人
が
損
害
を

被
っ
た
か
か
る
顧
客
と
の
取
引
に
関
す
る
手
数
料
（com

m
ission

）
の
額
に
つ
い
て
考
慮
し
た
う
え
で
、
衡
平
に
か
な
う
場
合
、
加
盟
国
は
、
考

慮
す
べ
き
事
情
と
し
て
、第
二
〇
条
の
趣
旨
内
で
取
引
制
限
条
項
の
適
用
如
何
も
含
め
る
旨
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。⒝
補
償
金
の
合
計
額
は
、

商
事
代
理
人
の
平
均
年
間
報
酬
を
過
去
五
年
分
で
割
っ
た
も
の
か
ら
算
定
し
た
一
年
間
の
補
償
金
に
相
当
す
る
金
額
を
限
度
と
す
る
。
ま
た
契
約

が
五
年
未
満
で
終
了
す
る
場
合
、
補
償
額
は
当
該
期
間
の
平
均
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
⒞
か
か
る
補
償
金
の
供
与
は
、
商
事

代
理
人
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
第
三
項　

商
事
代
理
人
は
、
本
人
と
の
契
約
関
係
に
お
け
る
終
了
の
結
果
被
っ
た
損

害
賠
償
を
得
る
権
利
を
有
す
る
。
か
か
る
損
害
は
、
特
に
契
約
終
了
が
以
下
の
事
情
に
お
い
て
起
き
た
場
合
に
、
発
生
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る

も
の
と
す
る
。
─
商
事
代
理
人
に
、
適
切
な
代
理
権
付
与
契
約
を
履
行
す
れ
ば
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
手
数
料
が
支
払
わ
れ
な
い
一
方
で
、
本
人
に
、

商
事
代
理
人
の
活
動
に
結
び
つ
い
た
相
当
な
利
益
を
与
え
る
場
合
、
─
か
つ
・
ま
た
は
、
商
事
代
理
人
が
、
本
人
の
助
言
に
従
い
商
事
代
理
権
付

与
契
約
の
履
行
の
た
め
支
出
し
た
費
用
を
償
却
し
得
な
か
っ
た
場
合
。
…
…　

第
五
項　

商
事
代
理
人
が
第
二
項
に
定
め
る
補
償
ま
た
は
第
三
項

に
定
め
る
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
権
利
を
失
う
の
は
、
契
約
終
了
後
一
年
以
内
に
、
商
事
代
理
人
が
本
人
に
対
し
て
権
利
を
追
求
す
る
意
図
を
有

す
る
旨
通
告
し
て
い
な
い
場
合
で
あ
る
。
…
…
」

（
32
）
当
該
指
令
第
一
八
条
は
次
の
よ
う
に
定
め
る
。「
第
一
七
条
に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
補
償
ま
た
は
損
害
賠
償
は
次
の
場
合
支
払
わ
れ
な
い
。
⒜
国



二
四
八

内
法
に
従
い
代
理
権
付
与
契
約
の
即
時
終
了
が
正
当
化
さ
れ
る
、
商
事
代
理
人
の
契
約
不
履
行
に
よ
り
、
本
人
が
代
理
権
付
与
契
約
を
終
了
し
た

と
き
、
…
…
」

（
33
）
Ｅ
Ｃ
指
令
第
一
九
条
は
次
の
よ
う
に
定
め
る
。「
当
事
者
は
、
一
七
条
及
び
一
八
条
の
趣
旨
を
離
れ
て
、
代
理
権
付
与
契
約
終
了
前
に
商
事
代
理

人
に
損
害
を
与
え
る
よ
う
行
動
し
て
は
な
ら
な
い
」

（
34
）
拙
稿
（
前
掲
注（
10
））
二
五
四
─
二
五
五
頁
参
照
。

（
35
）
ベ
ル
ギ
ー
及
び
ブ
ル
ガ
リ
ア
は
一
九
七
八
年
代
理
の
準
拠
法
に
関
す
る
ハ
ー
グ
条
約
に
は
批
准
し
て
い
な
い
。

（
36
）
Ｅ
Ｕ
法
か
ら
採
用
し
た
規
定
又
は
概
念
は
統
一
的
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
31　

国
内
法
（dom

estic legislation

）
が
、
と
り
わ
け
、
差
別
又
は
あ
ら
ゆ
る
競
争
の
ゆ
が
み
を
避
け
る
た
め
に
Ｅ
Ｕ
法
で
採
用
し
た
も

の
と
同
様
の
解
決
法
を
採
用
す
る
と
い
う
確
立
さ
れ
た
判
例
法
（une jurisprudence constante

）
に
よ
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ
の
関
心
は
、
将
来
的
な

解
釈
の
相
違
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
Ｅ
Ｕ
法
か
ら
採
用
し
た
規
定
又
は
概
念
が
、
適
用
さ
れ
る
状
況
に
関
係
な
く
、
統
一
的
に
解
釈
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
（C

─28/95 Leur-Bloem

事
件
（
一
九
九
七
）ECR I

─4161

判
示
事
項
第
三
二
、
及
び

Poseidon Chartering

事
件
判
示
事
項
第
一
六
及
び
引
用
し
た
判
例
法
参
照
）。」
な
お
、ロ
ー
マ
条
約
第
一
八
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。「
以

上
に
定
め
る
統
一
規
則
の
解
釈
及
び
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
国
際
的
性
格
並
び
に
解
釈
及
び
適
用
の
統
一
を
達
成
す
る
必
要
性
が
考
慮
さ
れ
る

べ
き
も
の
と
す
る
。」

（
37
）
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
第
九
条
第
二
項
は
「
本
規
則
は
法
廷
地
に
お
け
る
強
行
法
規
の
適
用
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。」
と
定
め
る
。

（
38
）
な
お
、
判
旨
は
、
本
件
が
第
三
国
法
に
優
先
し
て
法
廷
地
加
盟
国
法
が
適
用
さ
れ
た
イ
ン
グ
マ
ー
ル
事
件
で
争
点
と
な
っ
た
契
約
と
は
異
な
る

旨
次
の
よ
う
に
付
け
加
え
て
い
る
。

「
51　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
強
行
法
規
性
に
関
す
る
評
価
に
お
い
て
、
そ
し
て
Ｅ
Ｃ
指
令
に
よ
り
意
図
さ
れ
た
効
果
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
或

い
は
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
に
お
け
る
ロ
ー
マ
条
約
の
統
一
的
な
適
用
い
ず
れ
に
も
妥
協
し
な
い
た
め
に
、
本
案
手
続
き
に
お
け
る
事
件
に
お
い
て
、
回
避

さ
れ
た
法
が
第
三
国
の
法
で
あ
っ
た
イ
ン
グ
マ
ー
ル
事
件
判
決
で
争
点
に
な
っ
た
契
約
と
は
異
な
り
、
法
廷
地
法
を
優
先
す
る
こ
と
で
回
避
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
法
（
契
約
準
拠
法
）
は
、
こ
の
間
に
生
じ
る
す
べ
て
の
も
の
に
よ
り
及
び
付
託
裁
判
所
の
意
見
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｃ
指
令
を
正
し

く
国
内
法
化
し
た
別
の
加
盟
国
の
法
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

（
39
）N

ourissat, supra p. 2223.



二
四
九

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
事
代
理
人
契
約
法
に
お
け
る
法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
（
金
）

（
40
）N

ourissat, supra p. 2223.
（
41
）
加
盟
諸
国
に
お
け
る
法
的
差
異
の
存
続
に
つ
い
て
解
説
す
る
も
の
と
し
て
、Ｈ
・
デ
ル
ナ
ー
（
山
内
訳
）
前
掲
書
（
注（
10
））八
四
─
八
五
頁
参
照
。

（
42
）N

ourissat, supra p. 2223.

（
43
）N

ourissat, supra p. 2223.

（
44
）N

ourissat, supra p. 2223.

（
45
）N

ourissat, supra pp. 2223

─2224.

（
46
）N

ourissat, supra p. 2224.

（
47
）
当
該
実
質
法
が
「
適
用
意
思
を
持
っ
て
い
る
」
と
読
み
込
ま
れ
る
場
合
、
抵
触
規
定
に
よ
る
過
程
を
経
ず
に
直
接
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
、「
…
…
た
と
え
ば
、
実
質
法
的
規
律
を
優
先
さ
せ
る
た
め
に
、
牴
触
法
的
規
律
の
範
囲
が
当
初
か
ら
縮
減
さ
れ
て
い
る
」

と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
る
。
法
廷
地
（
国
内
）
実
質
法
の
直
接
適
用
に
つ
い
て
は
、
山
内
惟
介
「
国
際
私
法
」（
中
央
大
学
通
信
教
育
部
、
二
〇
一

二
年
）
一
八
、
二
三
、
三
八
七
頁
参
照
。

（
48
）
前
掲
注（
20
）参
照
。

（
49
）
ベ
ル
ギ
ー
国
際
私
法
第
九
八
条
第
一
項
「
契
約
債
務
の
準
拠
法
は
一
九
八
〇
年
六
月
一
九
日
ロ
ー
マ
で
締
結
さ
れ
た
債
権
債
務
の
準
拠
法
に
関

す
る
条
約
に
従
い
適
用
さ
れ
る
べ
き
法
に
よ
る
。
…
…
」（Loi du 16 juillet 2004 portant le code de droit international privé

）。

（
50
）
ロ
ー
マ
条
約
第
一
条
第
一
項
は
同
条
約
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
め
る
。「
こ
の
条
約
の
規
定
は
、
契
約
債
務
関
係
で
あ
っ
て
、
複

数
の
国
家
の
法
と
関
連
を
有
す
る
も
の
す
べ
て
に
適
用
さ
れ
る
。」

（
51
）N

ourissat, supra pp. 2224

─2225.

（
52
）N

ourissat, supra p. 2225.

（
53
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
が
定
式
化
し
た
Ｅ
Ｕ
の
立
場
に
よ
る
と
、
Ｅ
Ｕ
法
は
、
こ
れ
に
抵
触
す
る
国
内
法
に
無
制
限
に
優
先
し
、
国
内
憲
法

に
す
ら
優
先
す
る
。
従
っ
て
、
指
令
が
国
内
法
化
さ
れ
た
加
盟
国
法
は
直
接
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。「
Ｅ
Ｕ
法
の
優
位
」
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
・

ヘ
ル
デ
ー
ゲ
ン
（
中
村
匡
志
訳
）「
Ｅ
Ｕ
法
」（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
三
年
）
一
六
五
頁
以
下
参
照
。

（
54
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
第
四
六
判
示
事
項
参
照
。

（
55
）
ケ
ー
ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、
実
質
法
的
正
義
に
対
し
て
抵
触
法
的
正
義
が
優
先
す
る
、
す
な
わ
ち
、
実
質
的
に
最
上
の
で
は
な
く
、
空
間
的
に
最
上
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五
〇

の
法
が
適
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、「
抵
触
法
的
論
証
に
加
え
て
実
質
法
的
保
護
目
的
の
考
慮
を
重
視
す
る
─
た
と
え
ば
、
特
別
連
結
の
場
合
─
者
」、

す
な
わ
ち
「
法
の
背
後
に
あ
る
保
護
目
的
の
考
慮
を
も
っ
て
こ
れ
を
基
礎
づ
け
よ
う
と
す
る
者
が
適
用
す
る
の
は
、実
質
的
に
最
上
の
法
」
で
あ
り
、

抵
触
法
的
正
義
よ
り
も
実
質
法
的
正
義
が
優
先
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
国
際
的
な
コ
ン
チ
ェ
ル
ン
関
係
に
つ
い
て
、
抵
触

法
が
生
じ
る
場
合
、
上
位
企
業
お
よ
び
下
位
企
業
の
利
益
が
衝
突
す
る
と
き
は
、
下
位
企
業
の
利
益
を
考
慮
し
て
従
属
会
社
の
会
社
準
拠
法
が
優

先
的
に
適
用
さ
れ
る
と
い
う
コ
ッ
ペ
ン
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
学
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、山
内
惟
介
「
国
際
会
社
法
研
究
（
第

一
巻
）」（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
三
年
）
一
三
三
─
一
三
四
頁
参
照
。

（
56
）
前
掲
第
四
七
─
四
八
判
示
事
項
参
照
。

（
57
）
前
掲
第
四
八
判
例
事
項
参
照
。

（
58
）N

ourissat, supra p. 2225.

（
59
）
こ
の
定
義
の
解
釈
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
と
し
て
、
高
橋
前
掲
書（
注（
8
））一
五
─
一
六
頁
参
照
。
一
方
で
は
、「
…
…
消
費
者
や
労
働
者
な
ど

の
弱
者
保
護
を
目
的
と
す
る
法
規
の
よ
う
に
、
私
的
利
益
を
保
護
す
る
も
の
は
、
た
と
え
そ
れ
が
間
接
的
に
は
公
的
利
益
に
も
資
す
る
も
の
で
あ
っ

て
も
、
本
上
の
定
義
に
当
て
は
ま
ら
な
い
と
す
る
説
が
あ
る
。」。
他
方
で
は
、「
…
…
一
項
の
定
義
の
後
半
部
分
の
み
に
着
目
し
、
準
拠
法
の
如
何

に
関
わ
ら
ず
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
立
法
さ
れ
た
法
規
は
、
た
と
え
私
的
利
益
の
保
護
が
目
的
と
な
っ
て
い
て
も
、
絶
対
的
強
行
法
規
と

し
て
扱
う
説
も
あ
る
。」。

（
60
）Laura M

aria van Bochove, O
verriding M

andatory Rules as a V
ehicle for W

eaker Party Protection in European Private 
International Law

, ELR N
ovem

ber 2014/N
o. 3 p. 149.

（
61
）Laura M

aria, supra p. 150.

（
62
）N

ourissat, supra pp. 2225

─2226.

（
63
）
質
的
制
限
論
、
量
的
制
限
論
、
法
律
回
避
に
よ
る
制
限
論
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
方
法
に
よ
れ
ば
、
強
行
法
規
性
の
有
無
を
考
慮
す

る
必
要
は
な
い
。
こ
れ
ら
制
限
論
の
解
説
に
つ
い
て
は
、
前
掲
書（
注（
1
））参
照
。

（
64
）
強
行
法
規
の
特
別
連
結
論
に
つ
い
て
は
、
前
掲
書（
注（
1
））参
照
。

（
65
）N

ourissat, supra p. 2226.

（
66
）
前
掲
注（
4
）参
照
。
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五
一

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
事
代
理
人
契
約
法
に
お
け
る
法
廷
地
強
行
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
（
金
）

（
67
）
山
内
前
掲
書（
注（
47
））二
一
頁
参
照
。

（
青
森
中
央
学
院
大
学
経
営
法
学
部
准
教
授
）


